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第１章 公共施設在り方・再編方針について 
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小金井市（ 以下「 本市」 と いう 。） では、 公共施設の老朽化や財政負担の課題に対応するため、

公共施設の総合的かつ計画的な管理を推進し ています。  

平成２ ３（ ２ ０ １ １ ） 年度には「 小金井市施設白書」 を作成し 、施設の現状や課題の“見える化”

を図り 、平成２ ５（ ２ ０ １ ３ ） 年度には「 公共施設マネジメ ント の構築に向けて」 を取り まと め、

公共施設の将来像や管理の方向性についての基本的な考え方を整理し まし た。 こ れら の取組を踏

まえ、 公共施設等の全体を把握し 、 長期的な視点を持っ て、 更新、 統廃合、 長寿命化等を計画的

に行う こ と により 、 財政負担を軽減・ 平準化すると と も に、 公共施設等の最適な配置を実現する

ため、 平成２ ８ （ ２ ０ １ ６ ） 年度には「 小金井市公共施設等総合管理計画」 を策定し まし た。  

また、 各公共施設等の現状を踏まえた今後の計画的な維持・ 更新の実施体制の構築に向け、 令

和２ 年（ ２ ０ ２ ０ ） 年度までに各種個別施設計画を策定し ています。  

その後、 国の新たな指針に準拠すると と も に、 各種個別施設計画に記載し た対策の内容を反映

さ せ、 施設類型ごと の基本的な方針等を見直すため、 令和４ 年（ ２ ０ ２ ２ ） ３ 月に小金井市公共

施設等総合管理計画の改定を行いまし た。 改定版では、 今後の人口動向や財政見通し を踏まえ、

すべての公共施設を現状のまま、 適切に維持・ 更新するこ と は困難であると の認識のも と 、 行政

サービス水準の著し い低下を招かないよう に配慮し つつ、 公共施設の総量抑制、 将来更新費用及

び維持管理費の縮減に努める必要があると し ています。  

そのう えで、 本市では、 小金井市公共施設等総合管理計画において施設ごと に在り 方の検討を

行う こ と と し ているも のの、 個別検討の前提と なる全体方針や判断手法が明確でないこ と から 、

再編に向けた取り 組みに課題があり まし た。 こ のため、 公共施設全体の役割の捉え直し と 、 将来

を見据えた再編の方向性を体系的に示す必要が生じ ていまし た。  

こ う し た課題を踏まえ、令和６ 年度に小金井市公共施設在り 方検討委員会（ 以下「 検討委員会」

と いう 。） を設置し 、 本市が将来に向けて共有すべき「 こ れから の公共施設が目指すビジョ ン」 を

整理すると と も に、 そのビジョ ンを踏まえたエリ ア別の再編の方向性について検討を行いまし た。 

特に、「 こ れから の公共施設が目指す６ つのビジョ ン」 は、検討委員会での議論や市民意見を踏

まえ整理し たも ので、 本方針の方向性を示す重要な指針と なるも のです。  

本方針は、 小金井市公共施設等総合管理計画に基づき、 公共施設の再編に向けた考え方等を整

理するこ と で、 公共施設の再編による市民サービスの維持・ 向上及び持続可能な公共サービスの

実現を図るために策定するも のです。  
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・ こ れから の公共施設が目指すビジョ ン  

・ エリ ア別の公共施設の再編 

                

                  

         
       り  う    
    下水    公    ・ ・ ・  

（   系公共施設）  

         

     

             

 国 基本計画 

 地方公共 体 行動計画 

・ 総量の抑制  ・    の活用 

・  有  の有 活用 

         
・ 学校施設長寿命化計画     ・ 公共施設個別施設計画 
・  会  関係施設個別施設計画 ・ 市   長寿命化計画 等 

        
         

施設別の基本的な考え方 

（ 建築系公共施設）  

                

        

・        手法の
検討  方法 

  

本方針は、 各施設の個別施設計画と と も に公共施設の再編に向けて、 小金井市公共施設等総合

管理計画を補完するための方針と 位置付けます。  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本方針では、 本市が有する施設及び民間施設を借り 上げて公共サービスを提供し ている建築

系公共施設を対象と し ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

                

      

学校  系施設、 市民 化系施設 
 会  系施設、 ス ー ・  ク リ エーショ ン系施設 

  系施設、   て  施設、   ・   施設 

行政系施設、 公   、 公 （ 建築 ）  
供  理施設、 その 建築系公共施設 

  、  り  う  

公 、 下水  等 

       

公共施設等総合管理計画の対象 

図１ ： 本方針の計画的位置付け 

図２ ： 本方針の対象範囲 
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本方針は以下の５ 章構成と なっ ています。  

第１ 章、 第２ 章では、 本方針の位置付けと 、 本市の現状及び小金井市公共施設等総合管理計

画による現状認識や方向性について示し ます。 第３ 章では、 現状認識等を踏まえた、 こ れから

の公共施設が目指すビジョ ンと 公共施設再編の基本単位と し てのエリ アの考え方を示し ます。

第４ 章、 第５ 章では、 公共施設再編の推進方策を示し ます。  

 
 

ビ ョ  と  

エリ ア 考え  

       

 推進 策 

    位置付 

と 現状認識 

第１ 章              つい  

第２ 章    現状と                 

第３ 章 こ れから      が目 すビ ョ  と エリ ア          

第５ 章 今後 進め  

●こ れから の公共施設が目指すビジョ ン  

●エリ ア別の公共施設の再編 

 ・ 地域コ ミ ュ ニティ エリ アにおける公共施設再編 

 ・ 交流・ 創造の拠点における公共施設再編 

●公共施設の再編の基本的な考え方 

・ エリ ア別の再編の方向性 

・ 集約・ 複合化の方向性 

・ 学校施設について

●今後の検討の進め方 

・ 検討体制 

・ 検討の進め方 

・ 公共施設再編の検討方法について 

・ 市民・ 関係者と の連携 

・ 民間活力の活用と 官民連携の推進 

 

第４ 章           性 

小金井市公共施設等総合管理計画に基づく 公共施設再編の実 性を

高めるための公共施設全体と し ての共通理念や方向性を明示

ビジョ ンやエリ ア別の再編の考え方を実行し ていく ための、 エリ ア最適

化の視点を踏まえた公共施設再編の基本的な方向性を明示

公共施設の再編の方向性に基づく 、 今後の検討の進め方を具体化

図３ ： 本方針の構成 
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１ －１ ． 人口  

（ １ ）  人口 推移   

本市の総人口は、 昭和４ ５ （ １ ９ ７ ０ ） 年には、 ９ ０ ， ５ ２ ８ 人でし たが、 その後増加の

一途をたどっ ており 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年には１ ２ ５ ， ３ ４ ９ 人と なっ ています。 将来人

口推計によると 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年をピーク に今後は減少傾向に転じ る見込みと なっ て

おり 、 令和４ ２ （ ２ ０ ６ ０ ） 年には１ ０ ４ ， ６ ７ １ 人と なる見込みです。  
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図４ ： 総人口の推移と 将来推計人口 

出典： S45～H17 までは市報から 転載（ 各年 4 月 1 日時点）、
H22～R7 は、  民基本台帳人口及び外国人登録人
口、  民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ） より
作成、 R12 以降は「 第五次基本構想・ 後期基本計画」
における将来人口推計値をも と に作成 

令和７ 年が人口のピーク と なる見込み 
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第２ 章 

（ ２ ） 年齢三区分  推移   

年齢三区分1の人口をみると 、 年少人口も 令和７ 年の１ ５ ， ６ ７ ５ 人がピーク と なり 、 その

後は総人口より も 減少率が高く 、令和２ ７（ ２ ０ ４ ５ ）年には１ 万人以下になる見込みです。

生 年齢人口も 同様に令和７ 年の８ ２ ， ４ ２ ６ 人がピーク と なり 、 その後は減少傾向に転じ

る見込みです。 一方で、 老年人口は年々増加し 、 令和３ ７ （ ２ ０ ５ ５ ） 年にピーク と なる３

６ ， ７ ２ ５ 人と なる見込みです。  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
1 年齢三区分： 年少人口（ ０ 歳から １ ４ 歳まで）、 生 年齢人口（ １ ５ 歳から ６ ４ 歳まで） 及び老年人口

（ ６ ５ 歳以上） の三区分に分類し た定義 
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111,306
108,124

図５ ： 年齢三区分別の推移と 将来推計 

出典： H12～R7 は、 民基本台帳人口及び外国人登録人口、
 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ） より 作成、
R12 以降は「 第五次基本構想・ 後期基本計画」 にお
ける将来人口推計値をも と に作成 
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年齢三区分の人口構成比をみると 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年時点の老年人口割合は約２ １ .７

４ ％（ 市民の約５ 人に１ 人が６ ５ 歳以上） ですが、 令和１ ７ （ ２ ０ ３ ５ ） 年には約２ ４ ． ９

８ ％（ 市民の約４ 人に１ 人が６ ５ 歳以上） と なる見込みであり 、 令和３ ７ （ ２ ０ ５ ５ ） 年に

は 約３ ３ ． ４ ６ ％（ 市民の約３ 人に１ 人が６ ５ 歳以上） と なる見込みです。  
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図６ ： 年齢三区分別の推移と 将来推計（ 構成比）  

出典： H12～R7 は、 民基本台帳人口及び外国人登録人口、
 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。） より 作成、
R12 以降は「 第五次基本構想・ 後期基本計画」 にお
ける将来人口推計値をも と に作成 
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第２ 章 

（ ３ ） 地域  人口   

１ ） 人口 数 

人口が多い町丁目と し ては、 東町４ 丁目５ ， ７ ９ ９ 人、 緑町５ 丁目５ ， ７ ３ ６ 人、 前原町

３ 丁目４ ， ６ ０ ９ 人、 本町５ 丁目５ ， ８ ４ ２ 人、 及び貫井北町３ 丁目５ ， ７ ９ ３ 人を挙げる

こ と ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ） 人口密度 

大学、 都立公 のある町丁目や武蔵小金井駅周辺を除き、 人口密度はおおむね均一的な傾

向が見ら れます。   

出典： 令和７ 年４ 月１ 日時点 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ） 

図８ ： 町丁目別の人口密度 

出典： 令和７ 年４ 月１ 日時点 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ） 

図７ ： 町丁目別の人口総数 
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３ ） 町丁目  年齢三区分人口割  

生 年齢人口は、 貫井北町４ 丁目で特に高い割合を示し ています。 一方、 貫井南町５ 丁目

の周辺や桜町の周辺地域、 市域の南部の町丁目においては、 生 年齢人口の割合が の地域

より 低く なっ ています。 こ れら の町丁目では、 老年人口の割合が高い傾向が見ら れます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年少人口は、東町１ 丁目、貫井北町３ 丁目、４ 丁目では１ ５  以上の割合と なっ ています。

一方で、 東町４ 丁目、 中町４ 丁目、 本町１ 丁目、 ２ 丁目、 ４ 丁目、 桜町３ 丁目では年少人口

の割合が１ ０ ％未満と なっ ています。  

 
 
 

  

図１ ０ ： 町丁目別の年少人口割合 

出典： 令和７ 年４ 月１ 日時点 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ）  

出典： 令和７ 年４ 月１ 日時点 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ）  

図９ ： 町丁目別の生 年齢人口割合 
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第２ 章 

老年人口の割合は、 生 年齢人口や年少人口の割合が低い町丁目で高い傾向にあり ます。

特に、 桜町３ 丁目、 貫井南町５ 丁目では３ ０ ％以上と なっ ています。  

 
  

図１ １ ： 町丁目別の老年人口割合 

出典： 令和７ 年４ 月１ 日時点 民基本台帳人口（ 外国人 民を含む。 ）  
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１ －２ ． 児童 生徒数 推移  

本市の市立小中学校の児童・ 生徒数は、 昭和５ ３ （ １ ９ ７ ８ ） 年度の１ １ ， ３ ６ ６ 人をピー

ク に減少傾向で推移し ていまし たが、 平成２ ８ （ ２ ０ １ ６ ） 年度以降増加傾向に転じ 、 令和７

（ ２ ０ ２ ５ ） 年度時点で８ ， ６ ２ ４ 人と なっ ており 、 ピーク 時の約７ ６  と なっ ています。 今

後は減少予測と なっ ており 、 令和１ ７ （ ２ ０ ３ ５ ） 年度には現在から 約１ ０ ％減少し ７ ， ７ ７

６ 人、令和３ ７（ ２ ０ ５ ５ ） 年度には現在から 約２ ４ ％減少し ６ ，５ ８ ２ 人になる見込みです。  

ただし 、 本市では現在進行中の武蔵小金井駅北口駅前東地区市街地再開発事 を筆頭と し て

再開発や区画整理が実施さ れており 、 今後の児童・ 生徒数は流動的です。  

学校別にみると 、小学校は既にピーク を迎え、児童数が減少傾向にある学校が出始めており 、

５ 年以内にすべての学校が減少へと 転じ る見込みです。また、中学校は、令和１ ２（ ２ ０ ３ ０ ）

年度前後をピーク と し て生徒数が減少する見込みです。  

本市の市立小中学校の児童・ 生徒数は現在がピーク の見込みですが、 中学校の生徒数は直近

５ 年間は増加が見込まれており 、 また３ ５ 人学級への対応も 必要であるこ と から  室不足への

対応が喫緊の課題と なっ ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
  

  

図１ ２ ： 児童・ 生徒数の推移及び将来予測 

出典： 小金井市学校施設長寿命化計画改定版 
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図１ ３ ： 小学校別児童数の変化 

図１ ４ ： 中学校別生徒数の変化 

出典： 小金井市学校施設長寿命化計画改定版 

出典： 小金井市学校施設長寿命化計画改定版 
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１ －３ ． 財政状況  

（ １ ）  税収 と 主な歳出   

近年、義務的経費2及び繰出金の合計が市税収入を上回る年が続いており 厳し い財政状況が

続いています。 令和３ （ ２ ０ ２ １ ） 年以降は市税収入も 増加傾向にあり ますが、 それ以上に

 会 障費などを含む扶助費3を中心に歳出額も 増加し ています。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
2 義務的経費： 地方公共 体の歳出のう ち、 任意に削減でき ない極めて硬直性が強い経費。 職員の 与等の

人件費、 生活 護費等の扶助費及び地方債の元利償還金等の公債費から なる 経費 
3 扶助費：  会 障制度の一環と し て生活困窮者、 身体障がい者等に対し てその生活を 維持するために 出する経費 

                                                                              

                                                          
       

                     

                              
      

            
      

      

                  

                                                
      

      

      
      

      

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

R1

(2019)

R2

(2020)

R3

(2021)

R4

(2022)

R5

(2023)

人件費 扶助費 公債費 繰出金 市税収入 義務的経費（                      ）  

（  万 ）  

図１ ５ ： 市税収入と 主な歳出（ 義務的経費及び繰出金） の推移（  万 ） 

出典： 小金井市 財政状況 料集 
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公共施設等総合管理計画は、 地方公共 体が 有する公共施設等について、 全体の状況を的確

に把握し 、 長期的な視点に立っ て、 更新・ 統廃合・ 長寿命化等を計画的に推進するこ と により 、

将来の財政負担の軽減・ 平準化を図ると と も に、 公共施設等の最適な配置を実現するこ と を目的

と し た計画です。  

本市では、 平成２ ８ （ ２ ０ １ ６ ） 年度に小金井市公共施設等総合管理計画（ 以下「 総合管理計

画」 と いう 。） を策定し 、令和３（ ２ ０ ２ １ ） 年度に改定を行いまし た。総合管理計画では、今後、

市が 有する公共施設等の長寿命化を図り ながら 維持し 続ける場合、 建替え・ 更新に必要と なる

費用が充当可能な財源を上回るこ と と なり 、 適切な維持管理・ 更新を行う こ と が困難であると し

ており 、 また、 人口動向の変化等にと も ない市民サービス需要も 変化し ていく 可能性があると し

ています。 そのため、 公共施設等の管理に関する基本的な考え方と 取組方針を定め、 市民サービ

スの提供の要否や提供形態（ 周辺自治体と の連携、 民間活力の導入等） 等を踏まえ各施設の在り

方・ 総量を見直し 、 必要な市民サービスを提供し ながら 、 同時に財政負担の軽減を図っ ていく 必

要があると し ています。  

 

２ －１ ．        内容  

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では公共施設の現状や基本的な考え方等について、 以下

のよう に整理し ています。  

 

（ １ ）      用途分類   成割    

公共施設の用途分類別の延床面積の構成割合が最も 高い用途分類は学校  系施設であ

り 、 ５ ７ ． ９ ％を占めています。 次に構成割合が高い用途分類は、 ス ー ・  ク リ エーシ

ョ ン系施設で、 ８ ． １ ％を占めています。 次いで、 構成割合の高い順と し て、 行政系施設が 

６ ． ０ ％、 市民 化系施設が ５ ． ７ ％を占めており 、 こ れら 上位４ つの用途分類で全体の約 

８ ０ ％を占めています。  

  

図１ ６ ： 公共施設の用途分類（ 大分類） 別・ 延床面積の割合 

出典： 小金井市公共施設等総合管理計画（ 令和４ 年 3 月）  
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（ ２ ）   年度  用途分類  延床面積  

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 本市の建築系公共施設を、 建築年度別・ 用途分

類（ 大分類） 別に延床面積を集計し ています。 その結果、 令和３ （ ２ ０ ２ １ ） 年度時点にお

いて建築から ３ ０ 年以上を経過し た施設の延床面積は全体の７ ６ ． ９ ％を占めています。 一

般的に建築後３ ０ 年程度を経過すると 、 建 の躯体（ 壁、 床等） や設備（ 空調、  排水、 電

気類等） の経年劣化等により 、 大規模な修繕や改修の必要性が高まるため、 こ こ では、 老朽

化の一つの目安と し て捉えています。  

年代別に内訳をみると 、 建築から ４ ０ 年以上５ ０ 年未満を経過し た施設の延床面積の割合

が最も 高く 、 全体の３ １ ． ８ ％を占めています。  
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図１ ７ ： 建築年度別・ 用途分類別の延床面積 

50 年以上 

38 445 ㎡ 20. 9%  

40～49 年 

58 460 ㎡ 31.8%  

30～39 年 

44 651 ㎡ 24.3%  

20～29 年 

25 741 ㎡ 14.0%  
10～19 年 

10 236 ㎡ 5.6%  
10 年未満 

6 498 ㎡ 3.5%  

30 年未満（  4 年度以降）  

42 474 ㎡ 23.1%  

 30 年以上（  3 年度以前）  

141 557 ㎡ 76.9%  

出典： 小金井市公共施設等総合管理計画（ 令和４ 年 3 月）  
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（ ３ ）       更新費用 試算   

１ ） 耐用年数経 時 単純更新し た場  

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 建築系公共施設と   系公共施設を合算し て単

純更新し た場合の３ ０ 年間の将来更新費用の総額は約１ ， ６ ９ ３ 億 であり 、 １ 年当たり の

平均額では約５ ６ 億 を必要と し ています。  

本市における５ 年間（ 平成２ ８ （ ２ ０ １ ６ ） 年度から 令和２ （ ２ ０ ２ ０ ） 年度まで） の公

共施設等に係る工事請負費の年平均額は約９ ． ８ 億 であるため、 今後も 更新費用に９ ． ８

億 を充てら れると 仮定すると 、 現在 有し ている全ての公共施設等を更新し 続けるために

は、 現在要し ている工事請負費の約５ ． ８ 倍の更新費用が必要と なり ます。  

 

 

 

  

図１ ８： 耐用年数経過時に単純更新し た場合の更新費用の推計 

出典： 小金井市公共施設等総合管理計画（ 令和４ 年 3 月）  
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２ ）      策を反映し た場  

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、「 １ ） 耐用年数経過時に単純更新し た場合」 で示

し た耐用年数よ り 各施設を長寿命化し た場合の建替え及び改修に要する 更新費用の推計を

行っ ています。  

こ の場合の３ ０ 年間の将来更新費用の総額は約１ ， ４ ８ ４ 億 であり 、 １ 年当たり の平均

額では約５ ０ 億 が必要と し ています。  

長寿命化を実施し た場合でも 、５ 年間（ 平成２ ８（ ２ ０ １ ６ ） 年度から 令和２（ ２ ０ ２ ０ ）

年度まで） の公共施設等に係る工事請負費の年平均額の約５ ． １ 倍の更新費用が必要と なり

ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ ４ ） 現状や課題 関する  認識   

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 本市の現状や課題について次の観点から 整理を行

っ ています。  

 

○       維持   更新  係る財源不足 

建築系公共施設及び  系公共施設の長寿命化対策を反映し た場合の将来更新費用の

推計によると 、財源の不足額は１ 年当たり 約４ ０ 億 であり 、本市が将来的に維持管理・

更新等を行っ ていく ためには、 総量の抑制、 維持管理費の縮減を行う と と も に、 歳入の

確 に努める必要があり ます。  

○      利用需要と 適正規模 

総人口は今後減少傾向と なるため、 施設全体の利用需要は中長期的には低下するも の

図１ ９ ： 長寿命化対策を反映し た場合の更新費用の推計 

出典： 小金井市公共施設等総合管理計画（ 令和４ 年 3 月）  
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と 見込まれます。 特に、 本市の建築系公共施設の約６ 割の面積を占める学校  系施設

は、 児童・ 生徒数を構成する年少人口が約１ ８ ％も 減少する点を重視し 、 余剰スペース

の縮減や有 活用を積極的に検討する必要があり ます。  
 

（ ５ ）          関する   な考え と 取組     

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 現状や課題に関する基本認識を踏まえ、 将来にわ

たっ て行政サービス水準の著し い低下を招かないよう に配慮し つつ、 財源不足への対応を図る

ために、 次のと おり 目標を掲げています。  

 

  目標 
将来の人口動向に合わせ、 総量抑制に努めると と も に、  

将来更新費用及び維持管理費の縮減に努めます。  

 

本市では、 総合管理計画に定める各種方針の共通理念と なるべき基本的な考え方について、

以下の３ つを定めています。  

 

   な考え １  
   更新へ  応を    推進し ます 

【    な  更新】  

将来的に増加し 続ける老朽化施設の更新を計画的に進めるためには、 将来更新費用の縮

減と 平準化が不可欠であり 、公共施設等の最適化に係る方向性を定めて、集約化4、複合化5、

用途変更及び長寿命化等の各種施策を推進し ます。  

 

   な考え ２  
適切な維持   よっ  安全  を徹底し ます 

【 安全 安心 確保】  

平常時のみなら ず、 災害などの非常時においても 、 公共施設等の機能を維持し 、 安心か

つ安全な公共サービスを提供できるよう に、 適切なマネジメ ント サイ ク ルに基づいた点検

診断・ 修繕等の維持管理を推進し ます。  

 

   な考え ３  
資産 有効活用 よる 民サービス  上 努めます 

【  民サービス  上】  

今後の総人口の減少や少 高齢化等によるサービ ス需要の変化に的確に対応する ため

には、 公共施設等の多機能化や複合化を 積極的に推進すると と も に、 公民連携等によ る

様々な創意工夫を凝ら し 、   の有 活用を推進し ます。  

 
4 集約化： サービス・ 機能が類似または同じ 複数の施設を集めて１ つの施設と するこ と 。  
5 複合化： ハード 面の観点から 、 一つの建 に複数の施設を 集合さ せるこ と 。  
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本市では、 公共施設の老朽化が進む中、 今後の人口構成の変化や多様化する市民ニーズへ対応

するためにはすべての公共施設を適切に維持・ 更新し ていく こ と は難し く 、 限ら れた財源や  

をいかに有 に活用するかが課題と なっ ています。こ う し た状況のも と で、市民サービスを維持・

向上さ せながら 財政の持続可能性を確 するためには、 従来の枠組みにと ら われず、 地域 会の

変化に柔軟に対応し た公共施設の再編が求めら れます。  

そのため、 本方針では、 公共施設の再編の実 性を高めるために、 施設所管課による各施設で

の「 個別対応」 にと どまら ず、市全体と し て必要な市民サービスを適切に確 する「 全体最適化」

を検討する上での共通の指針と なるビジョ ンと 、 市民サービスを維持・ 向上し ながら 公共施設の

総量抑制を図るための、 エリ アごと の機能再編の考え方を示し ます。  

 

【現状のまとめ】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

●必要な 民サービス 確保と       量抑制 両立 

限ら れた財源の中でも 市民の生活利便性を維持し ていく ために、 公共施設の総量を抑制す

ると と も に市民の生活圏において必要な市民サービスを確 するこ と が必要。  

 

 

      

人口  

財政  

総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 以下のと おり 分析等し ている  

●令和３ （ ２ ０ ２ １ ） 年度時点で約７ ６ ． ９ ％が築３ ０ 年以上であり 老朽化が

進行 

●公共施設の延床面積の半数以上が学校施設 

●施設全体の利用需要は中長期的には低下する見込み 

●児童・ 生徒数を構成する年少人口は約１ ８ ％減少、 学校の余剰スペースの縮

減や有 活用を積極的に検討する必要あり  

●全ての公共施設を維持するためには、 現在の５ ． ８ 倍の維持管理費用が必要 

●現在は人口増加傾向にあるも のの中長期的には人口減少に転じ る見込み 

●今後は少 高齢化が進行する見込み 

●将来的に児童・ 生徒数が減少に転じ る見込み 

●人口構成や人口密度などの人口動態の傾向が地域により 異なる  

●増加傾向にある市税収入以上に歳出額が増加傾向 

現状 まと め  

公共施設の抱える課題︓限られた財源や資産の有効活⽤ 
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第２ 章 

●社会動  変 や  ニーズを見据えた         見直し  

地域の特性や、 施設利用者の増減、 市民ニーズの変化等に対応し た市民サービスの維持・

向上を図るために、 従来の枠組みにと ら われないこ れから の公共施設の在り 方を見直すこ

と が必要。  

 

●選択と 集中 よる持続可能な   修繕 更新 

限ら れた財源の中で施設の維持管理を 行っ ていく ために公共施設全体の中での取組の優

先順位付けを行っ た上での戦略的な施設の集約・ 複合化、 修繕・ 更新が必要。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●市全体と し ての公共施設の全体最適化の視点から 、 限ら れた財源や  を有 活

用し 、 必要な市民サービスを確 するためにこ れから      が目 すビ ョ

   有が必要 

●市民サービスの利便性を維持し ながら 施設総量の抑制を図るために、 地域 民が

無理なく 利用でき る日常 な生活圏（ エリ ア） ごと  機能  が必要 

 

       あた 、        を所 する所 課１ ８ 課  し  所 課 立場から 見

た   課題や、   利用者から  要望、   と し  必要な機能や諸室、 他  と  複   可

能性  つい ヒ アリ  グを実 し まし た。  

ヒ アリ  グでは、限ら れた財源 中で 老朽 し た   修繕 

更新、 人口 成 変 や社会要請  応し た 備 機能 拡充な

どが課題と し  あげら れまし た。  

こ う し たヒ アリ  グ結果を          委員会 も 報

告  有し ながら 、    は策定さ れ います。  

 ⇒実 結果概要は参考資料  ５ ８ ～６ ４ を参照 

本方針の検討にあたり 、 建築系公共施設を所管する所管課１ ８ 課に対し て所管課の立場から

見た施設の課題や、 施設利用者から の要望、 施設と し て必要な機能や諸室、  施設と の複合

化の可能性等についてヒ アリ ングを実施し まし た。  

ヒ アリ ングでは、 限ら れた財源の中での老朽化し た施設の修繕・

更新、 人口構成の変化や 会要請に対応し た設備・ 機能の拡充な

どが課題と し てあげら れまし た。  

こ う し たヒ アリ ング結果を 公共施設在り 方検討委員会にも 報告・

共有し ながら 、 本方針は策定さ れています。  

 ⇒実施結果概要は参考 料  ５ ８ ～６ ４ を参照 

コ  ム 01  課ヒ アリ  グ 
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第３ 章 こ れから      が目 すビ ョ  と エリ ア      の再編   
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公共施設の在り 方の見直し と 再編の必要性を踏まえ、 本市では公共施設の再編にあたり 、 市民

ワーク ショ ッ プ、 職員検討会、 検討委員会での議論を経て、 こ れから の公共施設が目指すビジョ

ンと し て「 ６ つのビジョ ン」 を整理し まし た。  

こ のビジョ ンはすべての施設に一律に求めるも のではなく 、 施設ごと の役割に応じ て、 柔軟に

取り 入れていく べき 指針と し て位置付けるも のです。  

なお、 こ れら のビジョ ンに関わら ず、 法令等で定めら れた市と し て担う べき公共サービスを提

供するために必要な公共施設については引き続き施設を設置し ます。  

また、 民間活力を活用するこ と で質の向上が見込めるサービスに関し ては民間事 に委ねてい

く こ と を基本と し て、 民間事 者と の官民連携手法についても 様々な連携等を推進し ていきます。 

今後は、 総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） における将来の人口動向に合わせた総量抑制、 将

来更新費用及び維持管理費の縮減の目標を踏まえながら 、 こ れから の公共施設の目指すビジョ ン

を踏まえて各施設の在り 方について検討を行い、 公共施設の再編を推進し ていきます。  

   

   

   

集会 

   
 民  

   
  

    
ス ー
    

   つなが  場 

 場所と なる場 

   目 を活かしな
がら、     える場 

社会やニーズ あ    

変   応し い る場 

 政が う      

機能 サービス   場 

地域   場 

全  適    から  

必要な 民サービスを確保 

  ごと   割 応 
 、    取  れな

がら 実現を目 す 

   
   

こ れから        めら れる課題 

 限ら れた財源の中での老朽化への対応 
 多様化するニーズへの対応 

 人口構成の変化や 会要請への対応 

 地域課題  に する施設の有 活用 

本方針の検討にあたり 、 ３ 回の市民ワーク ショ ッ プを 開催し まし た。  

ワーク ショ ッ プの中では、 具体的な目的に特化するのでは

なく 、 人と のつながり や交流が まれる施設であっ てほし

いと いう 声がある一方で、 つながら ない自由も ある施設で

あるべき と いっ た意見があり まし た。 また、 今のニーズだ

けでなく 、 時代の変化にあわせて機能の転換を図っ ていく

こ と が必要と いう 意見も あり まし た。  

⇒開催結果概要は参考 料  ５ ３ ～５ ５ を参照 

コ  ム 02  民ワーク ショ ッ プ結果① 

図２ ０ ： 公共施設の再編の考え方の転換 
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１ －１ ． こ れから      が目 すビ ョ    

 

１ ．    つなが  場 

こ れから の公共施設は、 人が集まり 、 つながるきっ かけと なる場と し て設置し ていきます。 公

共施設をと おし て、 多様なコ ミ ュ ニティ を形成し 、 人と 人の出会いや新し い活動と の出会いが生

まれ、 一人ひと り が活躍できるよう な場と し て設置し ていきます。  

 

２ ．  場所と なる場 

こ れから の公共施設は、 一人ひと り の居場所になる場、 目的がなく ても ふら っ と 入れる場と し

て設置し ていきます。ユニバーサルデザイ ン 6を基本に、誰も が利用し やすい公共空間をデザイ ン

し 、一人ひと り の在り 方を包摂するイ ンク ルーシブ 7な視点にも 配慮するこ と で、つながるこ と も 、

つながら ないこ と も 選べる自由を尊重し 、 それぞれの過ごし 方が共存できる空間を目指すと と も

に、 ひと り でも グループでも 利用し たく なるよう な場と し て設置し ていきます。  

 

３ ．    目 を活かし ながら 、     える場 

こ れから の公共施設は、 各施設の核と なる役割を担 し た上で、 利用者一人ひと り がそれぞれ

の利用目的によっ て、 利用できる柔軟な場と し て設置し ていきます。 そのため、 各施設の核と な

る機能以外の諸室に関し ては、利用目的をできる限り 、フ  キシブル8に利用ができるよう に定め、

様々な市民が利用できる場と し て設置し ていきます。  

 

４ ． 社会やニーズ あ   変   応し  い る場 

こ れから の公共施設は、 利用者ニーズの変化に対応できるよう なフ  キシブルな構造や諸室構

成にするこ と でいつの時代も 常に利用さ れ続ける場と し て設置し ていきます。  

 

５ ． 地域   場 

災害時の拠点に位置付けら れた公共施設については、 防災機能の整備・ 充実を図り 、 地域防災

の場と し て設置し ていきます。  

 

６ ．  政が う     機能 サービス   場 

法令等で行政が担う べき事 を実施する場と し て公共施設を設置し ていきます。 民間事 と し

て成立する事 に関し ては民間に委ね、 行政が担う べき事 に関し ては行政が実施するにふさ わ

し い場と し て設置し ていきます。  

 
6 ユニバーサルデザイ ン： 年齢、 性別、 国籍、 個人の能力等にかかわら ず、 でき るだけ多く の人が利用でき

るよう 生活環境その の環境を作り 上げる こ と 。  
7 イ ンク ルーシブ： 包括、 包含を意味し 、 障がいや性別、 国籍などにかかわら ず誰も が 会の一員と し て排除さ れない状態 
8 フ  キシブル ： 柔軟性があり 、 状況や目的に応じ て容易に変更・ 調整・ 適応でき る性質や状態のこ と 、

空間や機能、 制度、 働き 方などの変化に対応でき るよう に設計・ 運用さ れている こ と 。  

１  

２  

３  

４  

５  

６  
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１ －２ ． こ れから      が目 すビ ョ  （   ー ）   

本市が描く 、 こ れから の公共施設が目指すビジョ ンについてイ メ ージを具体化するこ と を目

的に、 ある公共施設の１ 日の使われ方を描きまし た。  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

ある      日— 「 つながる場所 つながら なく  も いい場所」  

朝陽がゆっ く り と ガラ ス窓を 照ら し 、 開館準備をする職員がロビーのテーブルを 整える。  

こ こ は市民が自由に集える場。 目的がなく ても 訪れたく なる、 そんな温かさ がある。  

 

開館直後、 コ ーヒ ーを飲みながら 新聞を広げる高齢者。 隣の席には、 タ ブ ッ ト を開き ながら 静かに作 し て

いる若者。 ふと し たき っ かけで言葉を交わし 、 地元の話題で盛り 上がる。 年齢も 立場も 違う が、 こ の場所がある

から 、 自然に会話が生まれる。  

奥のスペースでは、 地域の  て  グループが活動を始める。「 今日は何のイ ベント があるの？」 そんな会話

が飛び交い、 予定になかっ た参加者も 輪に加わる。  

昼過ぎには、 学校帰り の学生がフ リ ースペースに集まる。 大き なテーブルでは自主学習をする ども たち、 ソ フ

ァ では読書をする若者。 目的が まっ ているわけではなく 、 ただ「 居場所」 と し てこ こ にいる。  

一方、 静かにノ ート に何かを書き込んでいる人がいる。 仕事のアイ デアを書き 留めているのか、 それと も 日記を

綴っ ているのか… 周囲の賑わいを感じ ながら も 、 一人で思考を深める時間を過ごし ている。  

奥のスペースでは、 近所のパン屋さ んが「 手作り パン 室」 を開催。「 ち  っ と 興味があっ たんだけど…」 と 立

ち寄る市民が、 気軽に参加でき るのがこ の施設の特徴だ。 部屋の用途は固定さ れず、 空間を自由に使う こ と で、 市

民のアイ デアが広がっ ていく 。  

 

 

静かなひと と  と 偶然 出会い 

 

同 場 いながら  それぞれ  ごし   
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夕方になると 、 大き なテーブルを囲んで「 地域のまちづく り 会議」 が始まる。 地域の防災対策や  て  につ

いて、様々な世代の市民が議論を交わす。多目的な空間だから こ そ、議論の敷居が低く 、誰でも 気軽に参加でき る。 

その横では、ピアノ の静かな旋律に合わせてギタ ーがそっ と セッ ショ ンを始める。音の重なり が場を優し く 包み

込む。『 何かやろ う ！』 と  めなく ても 、 人が集まるこ と で自然と  化活動が生まれる。 こ の空間は、 一人ひと り

が主役になれる場だ。  

閉館の時間が近づく と 職員が今日の出来事を振り 返る。  

誰かが出会い、 誰かが学び、 誰かが楽し んだ場所。 目的がなく ても 来たく なる 、 こ こ にいるこ と で何かが生ま

れる。  

「また来るね。」 

 

と 施設を後にする人々の表情には、 温かい笑顔が広がっ ている。  

 

つなが と 新し い活動  っ か  

 

また今度 たく なる 場所 

 



 

28 

本市の公共施設再編を進めるにあたっ ては、 市民が日常的に利用する施設の利便性を維持・ 向

上さ せながら 、 将来にわたり 持続可能な施設体系を構築するこ と が重要と なり ます。  

そのため、 施設配置の前提と なるエリ ア設定を行い、 地域特性に応じ た公共施設の役割と 再編

の基本的な枠組みを示し ます。  

 

エリ ア設定にあたっ ては、 市民ワーク ショ ッ プでの意見や、 小金井市都市計画マスタ ープラ ン

(以下「 都市計画マスタ ープラ ン」 と いう 。  における都市構造の考え方などを踏まえ、 次の２ つ

の視点を軸に検討を進めます。  

 

 

① 地域コ ミ ュ ニティ エリ ア お る       

  徒歩や自転車で移動できる生活圏と し て市内を５ つのエリ アに区分し 、「 地域コ ミ ュ ニテ

ィ エリ ア」 と し て捉え、 地域の暮ら し や活動に寄り 添いながら 、 施設・ 機能の集約や複合化

など、 公共施設の有 活用を進めるこ と 。  
 

②    創造 拠  お る       

 市内外から 人が集まり やすい鉄 駅周辺や庁舎等周辺を都市計画マスタ ープラ ンでは、 中

心拠点、 副次拠点、 行政・   総合拠点と 位置付けています。 本方針ではそれら を「 交流・

創造の拠点」 と し て捉え、 施設・ 機能の集約や複合化など、 公共施設の有 活用を進めるこ

と 。  

 

こ れら ２ つの視点を組み合わせるこ と で、 公共施設の有 活用を図ると と も に、 地域ごと の多

様なニーズに応じ た持続可能な公共施設の再編を目指し ます。  
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北西エリ ア  
（ 第一中  区）  

北東エリ ア  
(緑中  区  

南西エリ ア  
（ 南中  区）  

南エリ ア  
（ 第二中  区）  

南東エリ ア  
（ 東中  区）  

２ －１ ． 地域コ ミ ュ ニティ エリ ア お る        

本市における公共施設の再編を進めるにあたっ ては、 本章で示し た「 ６ つのビジョ ン」 を踏ま

え、 エリ ア単位で公共サービスの提供体制を再構築する視点が重要です。 そのため、 徒歩や自転

車で気軽に移動でき、 一定のコ ミ ュ ニティ のまと まり を有する現在の中学校区を基本と し て、 市

内を５ つのエリ アに区分し 、 地域コ ミ ュ ニティ エリ アにおける公共施設再編の基礎単位と し ます。 

なお、 各エリ アの公共施設の分布状況は次のと おり です。  

  

図２ １ ： エリ ア区分図 
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（ １ ） 北西エリ ア（ 第一中  区）   

北西エリ ア（ 第一中学校区） は、 Ｊ Ｒ 中央本線武蔵小金井駅北側のエリ アです。 武蔵小金

井駅周辺は商 施設が集積する一方でわく わく 都民農 などの農地も 見ら れます。 また、 西

側には東京学芸大学、 北側には小金井公 があるほか大規模 地も 立地し ています。 市内で

も 人口が多く 、 特に年少人口の割合が比較的高い一方で老年人口割合は比較的低く なっ てい

ます。 現在エリ ア内にある公共施設は以下のと おり です。  

 
【 エリ ア内     】  

  教育    
・ 小金井第二小学校 ・ 本町小学校 ・ 小金井第一中学校 

・ も く せい 室（ 民施設）  

 民文     

・ 貫井北町集会場  ・ 上之原会館   ・ 貫井北町中之久 集会所 

・ 桜町上水会館   ・ 貫井北五集会所 ・ 北一会館 

・ 高齢者いこ いの部屋 2 箇所 

社会教育    ・ 公民館本館    ・ 公民館貫井北分館  ・ 図書館貫井北分室 

ス ー  レク リ

エーショ      

・ 一中ク ラ ブハウス  ・ 上水公 運動施設 

子育 支援   

・ 小金井        ・ さ く ら      ・ 本町児童館 

・ ほんち う 学童  所 ・ たけと んぼ学童  所 

・ こ ども 家庭センタ ー 

保健 福祉   ・ 本町高齢者在 サービスセンタ ー   ・   センタ ー 

 政    
・ 消防 第一分 詰所  ・ 消防 第五分 詰所  ・  書倉庫 

・ 本町防災倉庫     ・ 二小防災倉庫 

 営住宅 ・ 市    

 給処    ・ メ タ ウォ ータ ーサステナブルパーク こ がねい（  源  理施設）  

 

  

図２ ２ ： 北西エリ ア（ 第一中学校区） における公共施設の分布 
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（ ２ ） 北東エリ ア（ 緑中  区）   

北東エリ ア（ 緑中学校区） は、 Ｊ Ｒ 中央本線東小金井駅北側のエリ アです。 東小金井駅周

辺は商 施設が見ら れるほか、 東小金井駅北口まちづく り 事 用地があり 、 北側には小金井

公 や法政大学が見ら れます。 緑町は市内でも 比較的人口が多く なっ ていますが、 鉄 駅か

ら 離れると 人口が比較的少ない傾向にあり ます。 老年人口割合は鉄 駅周辺を中心に比較的

低く なっ ています。 現在エリ ア内にある公共施設は以下のと おり です。  

 

【 エリ ア内     】  

  教育    ・ 小金井第三小学校  ・ 緑小学校  ・ 緑中学校 

 民文     ・ 婦人会館  ・ 高齢者いこ いの部屋 

社会教育    
・ 公民館緑分館  ・ 図書館緑分室 

・  化財センタ ー 

ス ー  レク リ

エーショ      

・ 総合体 館 

産業    ・ 東小金井事 創造センタ ー 

子育 支援   
・ けやき     ・ 緑児童館 

・ あかね学童  所 A・ B 館 ・ みどり 学童  所 

保健 福祉   
・ 児童発達  センタ ー  ・ 障害者  センタ ー 

・ 障害者地域自立生活  センタ ー  ・   共同作 所 

 政    ・ 消防 第二分 詰所  ・ 区画整理課事務所 ・ 梶野町防災倉庫 

 営住宅 
・ シルバーピアグリ ーン（ 民施設）  

・ グリ ーンタ ウン小金井（ 民施設）  

  

図２ ３ ： 北東エリ ア（ 緑中学校区） における公共施設の分布 
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（ ３ ） 南西エリ ア（ 南中  区）   

南西エリ ア（ 南中学校区） は、 Ｊ Ｒ 中央本線以南の西側のエリ アです。 エリ ア北側には国

分寺崖線（ はけ） がと おり 、 農用地も 比較的多く 残っ ています。 また、 南側には総合学院テ

ク ノ スカ  ッ ジが見ら れます。 国分寺崖線より 南側を中心に老年人口割合は比較的高く なっ

ています。 現在エリ ア内にある公共施設は以下のと おり です。  

 
【 エリ ア内     】  

  教育    ・ 小金井第四小学校  ・ 前原小学校  ・ 南中学校 

 民文     
・ 前原町西之台会館  ・ 貫井南町三楽集会所 

・ 高齢者いこ いの部屋 

社会教育    ・ 公民館貫井南分館  ・ 西之台会館図書室  ・ 環境楽習館 

子育 支援   ・ 貫井南児童館  ・ さ わら び学童  所  ・ まえはら 学童  所 

 政    ・ 消防 第四分 詰所  ・ 前原町防災倉庫 

 営住宅 ・ コ ンフ ォ ール貫井（ 民施設）  

 園（    ）  ・ 滄浪泉  

そ 他    

     

・ 貫井南センタ ー山車小屋 

 
  

図２ ４ ： 南西エリ ア（ 南中学校区） における公共施設の分布 
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（ ４ ） 南エリ ア（ 第二中  区）   

南エリ ア（ 第二中学校区） は、 Ｊ Ｒ 中央本線武蔵小金井駅の南側のエリ アです。 武蔵小金

井駅近隣は商 施設や公共施設が集積し ています。 また、 国分寺崖線（ はけ） が通っ ており

南北の高低差が見ら れます。 南側は比較的公共施設が少なく 、 多磨霊 や武蔵野公 が広が

っ ています。 人口は西側が比較的多く 南側は比較的少ない傾向にあり 、 エリ ア全体と し て老

年人口割合はやや高い傾向にあり ます。 現在エリ ア内にある公共施設は以下のと おり です。  

 
【 エリ ア内     】  

  教育    
・ 小金井第一小学校  ・ 南小学校  ・ 小金井第二中学校 

・   相談所（ 民施設）  

 民文     

・ 市民会館（ 民施設）     ・ 前原暫定集会施設 

・ 中町桜並集会所（ 民施設）  ・ 中町天神前集会所 

・ 前原町丸山台集会所 ・ 小金井 宮地楽器ホール(市民交流センタ ー）  

社会教育    
・ 図書館本館  ・ はけの森美術館 

・ はけの森美術館附属喫茶棟 茶室 

子育 支援   
・ わかたけ    ・ さ く ら なみ学童  所 ・ みなみ学童  所 

・  ども オンブズパーソ ン（ 民施設）  

保健 福祉   ・ 障害者就労  センタ ー（ 民施設）  

 政    

・ 本庁舎  ・ 西庁舎  ・ 第二庁舎（ 民施設）  ・ 本町暫定庁舎 

・ 消防 第三分 詰所  ・ 二中防災倉庫 

・ 災害対策用 機材置場等防災関係施設  

 営住宅 ・ ボヌ ールはけの （ 民施設）  

そ 他        ・ 武蔵小金井駅南口公衆ト イ   

  

図２ ５ ： 南エリ ア（ 第二中学校区） における公共施設の分布 
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（ ５ ） 南東エリ ア（ 東中  区）   

南東エリ ア（ 東中学校区） は、 Ｊ Ｒ 中央本線東小金井駅の南側のエリ アです。 エリ ア内に

は、 西武多摩川線新小金井駅も あり 近隣に公共施設が集積し ています。 また、 エリ ア南部を

国分寺崖線（ はけ） が通っ ており 武蔵野公 が立地し ています。 人口は、 東小金井駅と 新小

金井駅に囲まれた地域では比較的多く なっ ています。 東町１ 丁目は年少人口割合が比較的高

く 、 鉄 駅から 離れた南側では老年人口が比較的高く なっ ています。 現在エリ ア内にある公

共施設は以下のと おり です。  

 

【 エリ ア内     】  

  教育    ・ 東小学校  ・ 東中学校 

 民文     ・ 東小金井駅開設記念会館  ・ 東町友愛会館  ・ 東町集会所 

社会教育    ・ 公民館東分館  ・ 図書館東分室 

ス ー  レク リ

エーショ      

・ 栗山公  康運動センタ ー 

子育 支援   ・ く り のみ     ・ 東児童館  ・ たまむし 学童  所 

 政    ・ 東町防災倉庫 

 営住宅 ・ コ ー く り のみ（ 民施設）  

 給処    ・ 野川ク リ ーンセンタ ー 

 

  

図２ ６ ： 南東エリ ア（ 東中学校区） における公共施設の分布 
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２ －２ ．    創造 拠  お る        

都市計画マスタ ープラ ンにおいて、 都市機能の拠点に位置付けら れている、 中心拠点、 副次拠

点、 行政・   総合拠点の周辺を「 交流・ 創造の拠点」 と し て捉えます。  

「 交流・ 創造の拠点」 では、 既存施設や鉄 駅、 庁舎等の人が集まる場所を活かし た、 地域 

民に限ら ず、 市内外の多様な利用も 想定し た交流の創造を図り ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ １ ） 武蔵   駅周辺   

都市計画マスタ ープラ ンにおいて、 武蔵小金井駅周辺はにぎわいを形成する市の中心と し

ての役割を担う 中心拠点と 位置付けら れています。  

中心拠点と し て、 駅周辺の都市基盤を活かし た乗換の利便性や周辺への回遊を促す滞留空

間など交通結節点と し ての拠点性の向上や、 企 、 学校、 市民及び市の連携のも と に、   

の 成を推進すると と も に、 多様な働き方などに対応し た都市機能の誘導・ 集積、 さ ら なる

にぎわい・ 活力の創出を図るこ と 等が求めら れています。  

そのため、小金井 宮地楽器ホールでの 化的な活動等を通じ て、地域 民同士だけでなく

市内外の新たな交流の創造につながる利活用を進めます。  

 

（ ２ ） 東   駅周辺  

都市計画マスタ ープラ ンにおいて、 東小金井駅周辺は、 中心拠点を補完・ 連携する役割を

担う 副次拠点と 位置付けら れています。  

副次拠点と し て、 既存のイ ンキュ ベーショ ン施設9等を活かし た、 新たな事 ・   の創出

を推進すると と も に、 多様な働き方などに対応し た都市機能の誘導・ 集積、 交通結節点と し

ての拠点性の向上、 個性豊かで、 にぎわい・ 活力が生まれる拠点の形成を図るこ と 等が求め

ら れています。  

そのため、 東小金井事 創造センタ ーにおける事 ・   創出等を契機と し た交流や、 事

 の進捗状況に応じ 、 東小金井駅北口まちづく り 事 用地を活用し た新たな交流の創造につ

ながる利活用を進めます。  

 
9 イ ンキュ ベーショ ン施設： 起 家の 成や新し いビジネスを   する創   施設 

新庁舎 （ 仮称） 新福祉会 周辺 

東   駅周辺 

武蔵   駅周辺 

都    スタ ープ   

 

   創造 拠  

➢ 中心拠 ： 武蔵小金井駅 

➢ 副次拠 ： 東小金井駅 

➢  政 福祉  拠 ： 新庁舎・ （ 仮称） 新  会館 
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   創造 拠  

（ ３ ） 新庁舎 （ 仮称） 新福祉会 周辺   

都市計画マスタ ープラ ンにおいて、 新庁舎・（ 仮称） 新  会館は、 行政・   機能の集約

による総合的サービス提供と 災害時における防災の拠点と なるこ と から 、 行政・   総合拠

点と 位置付けら れています。  

行政・   総合拠点と し て、 新庁舎・（ 仮称） 新  会館を中心と し て、 商 、  務及び 

 などが調和し た 地利用を推進するこ と が求めら れています。  

そのため、 武蔵小金井駅周辺及び東小金井駅周辺と の連携も 図り ながら 、 事 の進捗状況

に応じ 、 庁舎等の利用を来訪のきっ かけと し た交流や地域の活性化につながる利活用を進め

ます。  

 
 
 
  

市民ワーク ショ ッ プに加え、 公共施設を所管する職員が参加する職員検討会を３ 回実施し ま

し た。 担当する中で感じ ている課題を共有すると と も に、 こ れから の公共施設の在り 方等に

ついて意見交換を行いまし た。  

こ れから の公共施設の在り 方に関し ては、 多世代の交流や

より 自由で使いやすい在り 方、  率的な管理・ 運 に向け

たアイ デア等に関する意見が出さ れまし た。 また、 公共施

設の集約・ 複合化に関し ては地域の活動拠点や  ・  会

  ・  化拠点等、 親和性のある機能の集積による拠点的

施設に関するアイ デアが出さ れまし た。  

一方で、 集約・ 複合化に向けては各 体や利用者の意見を

踏まえた機能を確 するこ と など、 実施上の留意点への指

摘も あり まし た。  

⇒開催結果概要は参考 料  ５ ６ ～５ ７ を参照 

図２ ７ ： 交流・ 創造の拠点の位置図 

コ  ム 03 職員  会 
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文化財センター

学校+集会所

⾏政・福祉の拠点

• 市内6か所程度のコア
施設を配置

• 多世代交流を促すコン
シェルジュの配置

• 東⼩⾦井側の施設
に事業創造起業支
援機能をプラスする

• ユースセンター化

市⺠コミュニティ創造
施設

• はけが通っており、徒歩での
坂の上り下りが生じないよう
に交通手段確保に関する
配慮が必要

• はけを境に南側でも生活を
支える公共サービスが必要• 地域拠点のサブ的機

能施設

行政・福祉の拠点

市⺠コミュニティ
創造施設（2）

• センターが地域活動の
拠点

• 東⼩⾦井駅北⼝まちづ
くり事業用地、武蔵⼩
⾦井駅周辺の2箇所

• 地域住⺠に限らず、市
内外の⽅の利用も想
定

• 新庁舎、新福祉会館

地域拠点（４）

市⺠コミュニティ
創造施設

児童館
図書館

公⺠館

子どもオンブズ
パーソン

• 核の周辺に１つ

学童保育所 小学校
• 各⼩学校に１つ
（学童）

• 中学校に対して学
区２〜３つ

各集会所
• 現状より縮⼩して良
い

中学校

高齢者
いこいの部屋

• 高齢者の居場所

• 高齢者が利用しや
すい位置に健康系
施設

各包括支援センター
（４センター）

• 高齢者の相談ごとに
対応

高齢者住宅

東小金井事業創造
センター

上水公園運動施設
栗山公園健康運動

センター

• 現状の駅周辺のま
まで良い

✓市内に地域拠点となる核は3つ程度必要（中学校は5校）
✓その核となるのは中学校として、周辺に様々な施設を配置
✓ こども・高齢者だけでなく⾊んな世代の⼈も利用

• 核となる施設

✓多世代交流を促す

未来の公共施設は、どのような場所にあったら良いですか

保健センター

本庁舎
新庁舎

•駅近になくてもよいが、駐⾞
場が確保されていてほしい

•特定の時にしか使わない施
設は一緒（一体化）してお
いた⽅がよい（駐⾞場が確
保できる）

各集会所図書館
公⺠館

•団体登録がわずらわしく、
気軽に使える施設でないた
め、駅近になくても良いが、
駐⾞場が欲しい

•どういう配置が良い
か

•災害の視点で⾒て
考える

テニスコート場
上水公園運動施設総合体育館

小金井 宮地楽器
ホール

• 駅前に配置するなら、もっと
⼈と⼈が交わる機能があって
も良いかも︖

• 駅前に配置するなら、もっと
シンボリックであって欲しい

•駅近になくてもよいが、駐⾞場が確
保されていてほしい

•チャレンジショップ＋カフェ（スターバッ
クスコーヒー）

•キッチンカーは天候に左右される、席
がない

自転車駐車場

駅前人が交流出来る場所
学童保育所 子ども家庭センター児童館

•各施設に十分な台数を
設けて欲しい

•駅近く、駅ナカにあるとよいが、少し子ども
を遊ばせてそのまま出かけられたりするよう
なちょっとした機能でよい

•無⼈でも運用できる⾏政サービス機能が
あるとよい
⇒駅前に図書館の予約本を受け取れる
BOX
⇒住⺠票の交付や、市への提出⽂書を
預かってくれるBOX（ロッカー）
⇒BOXはセキュリティが確保されており、
無⼈でも運用できるもの

１班 

３班 

２班 

市民ワーク ショ ッ プでは、 こ れから の公共施設の配置の考え方についても 意見交換を行いま

し た。  

大規模施設は武蔵小金井駅や東小金井駅付近に配置し 、 その 施設は小学校区や中学校区を

基本に配置を検討するこ と 、 再編にあわせた交通手段の整備の検討も 必要、 移動図書館や遠

距離貸出、 講座・ 集会のオンラ イ ン・ リ アルでのハイ ブリ ッ ド 開催などの 理的な距離を補

完する工夫も 考えら れると いっ た意見があり まし た。  

⇒開催結果概要は参考 料  ５ ３ ～５ ５ を参照 

 

コ  ム 04   民ワーク ショ ッ プ結果② 
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第３ 章で示し たこ れから の公共施設が目指すビジョ ン及びエリ ア別の公共施設の再編の考え方

を踏まえ、 本章では、 公共施設再編の基本的な考え方を示し ます。  

こ れら のビジョ ン等を具体化するためには、 現在の公共施設体系を単に維持するのではなく 、 地

域の実態や将来の変化を踏まえた再編の検討が必要と なり ます。  

一方で、 総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） では、 人口構成の変化や財政負担を踏まえ、 すべて

の公共施設を現状のまま、 適切に維持・ 更新し 続けるこ と は困難であり 、 施設総量の抑制や更新・

維持管理費の縮減を基本目標と し て示し ています。 こ う し た状況においては、 各施設類型ごと の方

針に基づき施設ごと に個別の更新を行う 「 個別対応」 ではなく 、 地域全体で必要なサービスを確 

する「 エリ ア最適化」 の考え方に基づいて施策を進めるこ と が重要です。  

こ のため本市では、 施設類型ごと の課題に対応する既存施設の更新のみを前提と せず、 エリ アに

おける必要な公共サービスを整理し 、エリ ア内における各個別施設の在り 方を検討するこ と を基本

と し ます。 その際には、 施設の設置目的、 利用者属性や利用状況、 地域特性や人口構成の変化、 施

設の老朽化や更新費用、 立地の利便性、 行政が担う べき公共性や民間活用の可能性など、 複数の観

点から 総合的に判断し ます。  

また、 市民サービスを維持・ 向上し つつ持続可能な公共サービスを実現するため、 施設類型ごと

に「 役割」 と 「 空間の在り 方」 を再定義し 、 必要に応じ て集約・ 複合化や柔軟な空間構成の導入な

ど、 機能の再配置に取り 組みます。 こ れら を通じ て、 施設総量の最適化と サービス水準の維持・ 向

上の両立を図り 、 公共施設の再編を進めます。  

 
 

  

図２ ８ ： エリ ア最適化の考え方 

  類 ごと   割   く    応 

エリ ア全 で必要なサービスを確保するエリ ア 適  

  

  類 ごと  課題へ  応 

     更新を前 と し た   応 

  

  類 ごと  課題へ  応 
エリ アごと  サービス  
       

エリ ア 適    から          見直し 、
必要 応 た集  複   よ エリ ア単位で   
   置 規模  適  
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１ －１ ． エリ ア       性  

（ １ ） 地域コ ミ ュ ニティ エリ ア お る     性  

地域コ ミ ュ ニティ エリ アは、 日常的な生活圏と し ての機能を持つだけでなく 、 人口構成や

地域特性、 既存施設の配置状況がそれぞれ異なり ます。 こ のため、 すべてのエリ アに同じ 機

能を一律に配置するのではなく 、 地域ごと の実情に応じ て必要な機能を整理し 、 適切な配置

と するこ と が必要です。 単に施設の更新を前提と するのではなく 、 エリ ア全体と し て確 す

べき機能を起点に、 施設の役割分担や配置の在り 方を検討し ます。  

エリ ア設定は現中学校区をも と にし ていますが、 各公共施設の長寿命化や建替えを検討す

る際には、 学校施設に限ら ず、 同一エリ ア内の施設と の集約・ 複合化を地域コ ミ ュ ニティ の

実情に配慮し ながら 進め、 地域の活動の中心と なる拠点への機能集約を図り ます。  

 

（ ２ ）    創造 拠  お る     性  

「 交流・ 創造の拠点」 における駅周辺部は、 市内外から 多様な利用者が集まる拠点と なり

ます。 具体的には、 武蔵小金井駅周辺については、 小金井 宮地楽器ホール（ 市民交流センタ

ー） を核と し た 化・ 地域交流機能の強化を進め、 東小金井駅周辺については、 東小金井事

 創造センタ ーにおける事 ・   創出等を契機と し た交流や東小金井駅北口まちづく り 事

 用地を活用し た新たな交流の場と し て施設の整備を進めます。  

また、 新庁舎・（ 仮称） 新  会館周辺については、 庁舎等の利用を来訪のきっ かけと し た

交流や地域の活性化につながる利活用を進めます。  

 

１ －２ ． 集  複     性  

本市における公共施設再編を進めるにあたっ ては、 第３ 章で示し た「 こ れから の公共施設が目指

すビジョ ン」 を踏まえ、エリ ア全体で必要な公共サービスを将来にわたり 確 する観点から 、集約・

複合化を有 な手法の一つと し て捉え、 必要に応じ て検討するこ と を基本と し 、 本項では、 その進

め方に関する方向性や判断の視点を示し ます。  

集約・ 複合化の検討にあたっ ては、 利用者層や活動内容に親和性のある施設を対象と し て、 機能

の相互補完や連携によっ て新たな利用 値を生み出すこ と を基本的な方向性と し ます。単に複数の

施設を一体的に整備するこ と を目的と するのではなく 、相互利用や機能連携を通じ て利用の幅や質

を高める集約・ 複合化を目指すこ と で、公共施設が地域における学びや交流、活動等の拠点と し て、

より 多様な役割を果たすこ と を期待するも のです。  

一方で、 集約・ 複合化はすべての施設に一律に適用できるも のではなく 、 施設の設置目的、 利用

実態、 立地条件、 地域特性などを踏まえ、 慎重に検討する必要があり ます。 そのため、 集約・ 複合
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化を検討する際には、 前述の方向性を踏まえた上で、 次の観点を総合的に考慮し ながら 判断を行い

ます。  

 

 

● 利用者 安全性が十分 確保さ れ いるか 

● 地域活動や   促進 つながる 成と なっ  いるか 

●  害時 避難や支援活動 資する  機能が強 さ れるか 

● 維持  費や更新費用 縮減 平準  寄与するか 

 

こ れら の観点を踏まえ、 集約・ 複合化が市民サービスの維持・ 向上につながると 判断さ れる場合

に検討を進めるも のと し ます。  

また、 集約・ 複合化にあたっ ては、 施設の管理や運 に過度な負担が生じ ないよう 、 運 体制や

管理手法についても 併せて検討し 、 必要に応じ て民間活力の活用や地域と の役割分担を図るなど、

柔軟な施設運 の在り 方を検討し ます。  

 

１ －３ ．      つい   

学校施設は、 市内の建築系公共施設の中でも 延床面積の約６ 割を占める大規模な施設であり 、

地域コ ミ ュ ニティ エリ アの中でも 規模が大きいため、 更新や長寿命化は、 市の財政運 やまちづ

く り の観点から 重要な課題と なっ ています。 こ う し た観点から 、 本方針では、 公共施設の中でも

学校施設の活用に着目し 、 基本的な考え方について整理し ます。  

市立小中学校の学校施設は、昭和４ ０ 年代から ５ ０ 年代にかけて整備さ れたも のが多く 、今後、

老朽化に伴う 大規模改修や建替えの必要性が高まるこ と が見込まれています。  

小金井市学校施設長寿命化計画改定版では、 学校施設の役割と し て、  ども たちが幅広い知識

と  養を身に付け、  徳心にあふれ、  康で人間性豊かに成長できる場であるこ と に加え、 災害

時の避難所や地域コ ミ ュ ニティ の中核施設と し ての役割が示さ れており 、 施設整備にあたっ ては、

  環境の質の向上を図ると と も に、 地域 源と し ての活用の可能性にも 配慮する必要があり ま

す。  

本市の市立小中学校では、 全校がコ ミ ュ ニティ ・ スク ールと し て地域と と も にある学校づく り

を進めています。 こ う し た取組を踏まえ、 今後は、 こ れまでの連携・ 協働の取組をさ ら に発展さ

せ、   の場と し ての充実を図り つつ、 地域 会と 協働し て創造的な活動がより 一層展開さ れる

地域の場と し ての機能を強化し ていく こ と が求めら れています。  

従っ て、今後の学校施設の長寿命化改修や建替えの際には、「 エリ ア別の公共施設の再編」 で示

さ れているエリ ア内の公共施設と の複合化について視野に入れると と も に、   環境の質の向上

観  
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と 公共施設全体の最適化の両立を図る視点から 、 学校施設の活用についての基本的な考え方等を

整理する必要があり ます。  

なお、 今後は市立小中学校の児童・ 生徒数は減少に転じ る見込みであるも のの、 ３ ５ 人学級へ

の対応に向けた 室確 等の課題も あるため、  の公共施設と の複合化等を行う 上では、 学校施

設と し ての課題と 市の公共施設全体と し ての課題、 それぞれの課題  に するよう 留意する必

要があり ます。 学校施設は児童・ 生徒が安心し て学び、 成長する場であるこ と が本質的な役割で

あるため、 学校  に 障をきたさ ず、 次の想定さ れる 果及び留意点を踏まえながら その充実

を目指すこ と と し ます。  

 

（ １ ） 他     と  複   よる 定さ れる効果  

①   機能  有  よる 習環境 高機能  多機能  

複合化は単独の学校と し て整備するより も 施設機能の高機能化10・ 多機能化11を図るこ と がで

き、 児童・ 生徒や地域 民に多様な学習環境を創出すると と も に、 公共施設を有 的に活用す

るこ と ができます。  

② 児童 生徒と   利用者と     

  学校施設と  の公共施設等が併設さ れていると いう 特徴を生かし 、 交流の機会を設けたり 、

日常的に互いの施設での活動等を目にし たり するこ と で、 児童・ 生徒と 地域 民などの施設利

用者と の交流を深めるこ と ができます。  

③ 地域 お る生涯 習やコ ミ ュ ニティ  拠  形成 

  学校施設と  会  施設等と の複合施設では、 児童・ 生徒の学びの場と し てだけでなく 、 地

域にと っ ても 生涯学習の場と なると と も に、 地域のコ ミ ュ ニティ の形成にも 寄与するこ と がで

きます。 さ ら に、 地域のつながり が強まるこ と で、 災害時の情報共有や、   活動の基盤と し

ても 機能するこ と が期待さ れます。  

④ 専門性 ある人材や地域住民と  連携 よる  運営へ 支援 

  様々な人材が集まると いう 特徴を生かし 、 学校の  活動や課外活動などに専門性のある人

材を活用し たり 、 地域 民の協力を促し たり するこ と で、 児童・ 生徒により 高度な専門知識に

触れる機会を創出し たり 、 学校運 への  が行われたり するこ と が期待できます。  

⑤ 複数   単 整備と 比較し   整備費用 削減 支出 平準  

学校施設や公共施設等をそれぞれ単体で整備するより も 、 複数の公共施設等を複合施設と し

て一体的に整備し たり 、 既存学校施設を活用し たり するこ と により 、 整備費用の削減や 出の

平準化を図るこ と ができます。   

 
10 高機能化： 施設が有する 機能の水準を 高めるこ と 。  
11 多機能化： １ つの施設に複数の機能を 持たせるこ と 。  
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（ ２ ） 他     と  複   お る留意   

①児童 生徒 安全性を確保するこ と  

施設の複合化にあたっ ては、 児童・ 生徒と 地域 民の動線を整理し た明瞭なゾーニング、 死角

を作ら ない空間配置、 安全性の確 、 デジタ ル技術の活用など、 防犯面での設計上の工夫や、 防

災機能の確 等、 地域 民と も 連携し た運 上の工夫を徹底し ます。 あわせて、 児童・ 生徒の個

人情報が外部に漏洩するこ と のないよう 、 情報管理体制や設備面での配慮も 含めて、 適切な 護

措置を講じ る必要があり ます。  

②児童 生徒  習環境  上 つながるこ と  

施設の複合化にあたっ ては、 読書、 音楽、 運動の場や発表の場等、 児童・ 生徒の学習環境の高

機能化・ 多機能化につながる施設であるこ と に留意し ます。  

③  と 地域 価値 上 つながるこ と  

施設の複合化にあたっ ては、 学校と 地域が相互に施設や機能を活用できるよう 配慮し 、   機

会の充実と 地域の交流機能の向上に寄与する構成と し ます。  

④教職員へ  度な負 と なら ないこ と  

施設の複合化にあたっ ては、 学校運 で多忙な 職員に対し て、 施設の複合化によっ て過度な

負担がかから ないよう 、 利用内容に応じ た 率的な施設管理体制を整備する必要があり ます。  

 
 
 

本市は、 現在、 全ての市立小中学校がコ ミ ュ ニティ ・ スク ールと なっ ています。  

「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ール」 と は、「 学校運 協

議会」 を設置し 、 護者や地域の皆さ んの声を学

校運 に生かし ていく 仕組みです。 学校と  護

者、地域の皆さ んで、地域の 供たちの成長を 

え、 学校が抱える課題を どう   すればいいか

などを 話し 合い、 地域と と も にある学校の実現

を目的と し ています。 小金井市  委員会では、

こ の学校運 協議会の仕組みと 、 地域を 創生す

るための様々な活動を 行う 地域学校協働活動の

仕組みが両輪と し て連携し ていく 、 小金井型コ

ミ ュ ニティ ・ スク ールを展開し ています。  

コ  ム 05 コ ミ ュ ニティ  スク ール 

出典：  部科学省 HP 
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本方針では、 こ れから の公共施設が目指すビジョ ンと エリ ア別の公共施設の再編の考え方を踏

まえ、 施設の在り 方や施設配置の見直し を行い、 建築系公共施設の再編を進めていく こ と と し て

います。 こ れら の方針を具体的な施策へと 展開し 、 市民サービスの維持・ 向上及び持続可能な公

共サービスの提供を実現するためには、 庁内体制の整備、 検討プロセスの構築、 市民や関係者と

の連携、 そし て進捗状況の  ・ 見直し 体制の確 が重要です。  

今後は、 施設類型ごと の課題対応の視点と エリ アと し ての全体最適化の視点から 検討を進めた

う えで、 市民や関係者、 民間事 者と の連携により 検討を深化し ていく こ と で、 公共施設の再編

に向けた取組を着実に推進し ていきます。  

 

１ －１ ．    制  

公共施設の再編にあたっ ては、 庁内における意思 定と 調整を 滑に進めるため、 公共施設等

総合管理計画策定推進本部12（ 以下「 推進本部」 と いう 。） 及び作 部会を中心と し た体制を活用

し ます。 具体的な検討にあたっ ては、 公共施設マネジメ ント 推進担当と 施設の所管課が連携する

と と も に、 市民参加を図り ながら 進めていきます。 施設類型ごと に各個別施設が有する機能や利

用状況、 地域ニーズ等を踏まえた在り 方の検討を行う と と も に、 エリ ア別の公共施設の再編の考

え方と の整合を図り ながら 、 集約・ 複合化の可能性についても 検討を進めていきます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
12 公共施設等総合管理計画策定推進本部： 市長、 副市長、   長及び部長職者で構成する庁内組織のこ と 。  

図２ ９ ： 検討体制のイ メ ージ  

           策定推進  （ 庁内意  定）  

  所 課 
     

       
推進   

（    成）   業 会（     ）  

   運営 

建築系公共施設の管理職者 

施設の在り 方及び 
集約・ 複合化の可能性検討 

関係 課 
から  意
見 反映 

報告     

事務  を 元に各所管課 
の視点から 検討 施設所管課と 公共施設 

マネジメ ン ト 推進担当が連携 

 民   利用者 
（   へ 参 ）  

地域 利用者 意見 反映 地域ニーズ    

 民参  

庁内   制 
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今
後
の
進
め
方 

第５ 章 

１ －２ ．    進め   

令和８ 年度以降、 本方針に基づく 公共施設の再編に向けた検討を行います。 検討対象施設につい

ては、 総合管理計画（ 令和３ 年度改定版） で施設類型ごと の基本的な方針において今後の在り 方の

見直し が求めら れている施設をはじ め、施設の老朽化状況、利用実態、運 コ スト 、機能の妥当性、

代替可能性など、 複数の観点から 施設を  し た上で、 優先順位を整理し ながら 段階的に進めてい

きます。  

また、 再編に向けた取り 組みを着実に進めるため、 推進本部において毎年度、 検討の進捗を確認

し 、 必要な見直し 等を行う こ と と し ます。  

 

１ －３ ．             つい   

公共施設の再編にあたっ ては、エリ ア全体での公共サービスの在り 方を段階的に検討し ていく 必

要があり 、 本市では第４ 章で示し た「 公共施設の再編の基本的な考え方」 を踏まえ、 次の項目につ

いて検討を進めます。  

なお、 こ の項目は、 基本的な流れを示し ており 、 検討内容によっ ては、 順番にと ら われず流動的

に進めます。  

 

 ステッ プ１    類 ごと  課題 応 庁内     

まず、公共施設マネジメ ント 推進担当と 所管課が連携し て、各個別施設の老朽化状況、更新時期、

利用実態、 維持管理コ スト 、 整備コ スト などを整理し 、 施設類型ごと の課題への対応方針やその上

でのこ れから の在り 方について再定義を行います。 こ れは、 各施設類型の観点から 必要な対応を明

ら かにする「 施設類型ごと の課題対応」 に関する検討と し て位置付けます。  

 

 ステッ プ２  エリ アと し   全  適  庁内     

各施設類型の課題やこ れから の在り 方、 地域特性を踏まえつつ、 ５ つのエリ アを単位と し て必要

な公共サービスやその提供のための機能の在り 方、 各個別施設の役割分担、 機能の集約・ 複合化等

の可能性を検討し ます。 エリ ア内での必要な公共サービスを確 すると と も に、 公共施設の適正な

規模・ 配置への転換を図る「 エリ ア最適化」 の視点を取り 入れ、 エリ アと し ての公共施設再編の方

向性を整理し ます。  

 

 ステッ プ３   民参  よる   深    

エリ アごと の方向性が一定程度整理さ れた段階で、 市民参加により 検討の深化を図り ます。 ワー

ク ショ ッ プ、 アンケート 、 利用者と の意見交換など、 多様な手法を通じ て地域のニーズや利用者目

線での課題などを把握し 、 エリ アの方向性や公共施設の在り 方に反映さ せます。  
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 ステッ プ４  実現   た 業性  証   

市民参加により エリ アの方向性や公共施設の在り 方が整理さ れた段階で、エリ アごと の再編に向

けた事 性について検討し ます。 事 コ スト の視点から 見た事 の実現性の検証を行う と と も に、

施設の性質や想定さ れる運 形態に応じ た官民連携手法の活用可能性を検討し 、実現可能な構想と

し て整理し ます。  

 

 ステッ プ５  段階 な  と   な見直し   

個別施設の更新時期や 会情勢の変化、 市民ニーズの動向などを踏まえ、 必要に応じ て検討内容

を見直し ながら 段階的に再編を進めます。 本方針で示し た考え方を基本と し つつ、 継続的な検討と

改善を重ねるこ と で、 持続可能な公共施設体系の構築を目指し ます。  

 

  
ステッ プ 1  

  類 ごと  
課題 応 庁内

   

ステッ プ２  
エリ アと し    

全  適  
 庁内   

ステッ プ３  
 民参  よる

   深  

●  類 ごと  課題へ  応   
やこ れから       定義 

●老朽 状況、  
更新時期    

●維持  コ ス  
整備コ ス     

●利用実態    

●エリ ア お る必要な  サービス  
や機能        

●       割 
分     

●機能 集  複    
 可能性    

●地域特性    

●エリ アと し            性（  ） を整  

● 民参  よる地域 ニーズや 
利用者目線で 課題などを   反映 

●エリ アと し            性 と  まと め 

● 業コ ス    から  
見た 業 実現性  証 

●官民連携    
活用可能性を   

●エリ ア お る           と し   と  まと め 

図３ ０ ： 標準的な検討ステッ プのイ メ ージ  

ステッ プ４  
実現   た 
 業性  証 

ステッ プ５  
段階 な  と  
  な見直し  
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今
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第５ 章 

１ －４ ．  民 関係者と  連携  

公共施設の再編にあたっ ては、市民理 と 合意形成を図るこ と が重要です。市民ワーク ショ ッ プ、

アンケート 、 地域 体や施設利用者と の意見交換、 パブリ ッ ク コ メ ント 等を検討内容に応じ て実施

するこ と で、 地域のニーズに対応し た公共施設再編を進めます。  

 

１ －５ ． 民間活力 活用と 官民連携 推進  

公共施設の整備・ 運 にあたっ ては、 限ら れた財源の中で公共サービスの持続性と 質の向上を図

るため、 民間事 者のノ ウハウや 源を活用し た官民連携を推進し ます。 施設ごと の特性や利用実

態を踏まえ、 民間事 者と の協働による運 改善や機能強化など、 実施可能な連携手法を検討し 、

 率的で魅力ある公共サービスの提供を目指し ます。  
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１ －１ ．              委員会  

公共施設の老朽化が進む中、 限ら れた財源及び  を有 に活用し 、 より 良い公共施設による市民

サービスの提供及び持続可能な財政基盤の確立を目指し 、 こ れから の時代に必要な公共施設の在り 方

及び既存施設の再編について、 小金井市公共施設在り 方検討委員会を設置し て検討を行いまし た。  

 

（ １ ） 委員名簿 

回  職 氏名 区分 

１  委員長 市 古  太 郎 学 識 経 験 者 

２  副委員長 讃 岐  亮 学 識 経 験 者 

３  委員  山 希美枝 学 識 経 験 者 

４  委員 
 浅野 正 (～ 7.3  

  増田 亮（  7.4～）  
 体等関係者 

５  委員 梅 根  拓 也  体等関係者 

６  委員 中 谷  行 男  体等関係者 

７  委員 村 井  芳 久  体等関係者 

８  委員 小 西  由 華 公募による市民 

９  委員 鈴   浩 司 公募による市民 

10 委員 谷 越  瑞 希 公募による市民 

 

（ ２ ）              委員会 

回 日程 議 （ 主な   項）  

１  令和 6 年 8 月 26 日 
・ 公共施設の在り 方・ 再編方針のイ メ ージと 検討の進め方について  

・ 公共施設の現況と 課題及び検討の論点について  

２  令和６ 年 11 月 25 日 

・ 公共施設等の現況等について  

・ 公共施設機能の現状と こ れから の在り 方について  

① こ れから の公共施設の将来ビジョ ンについて  

② こ れから の公共施設の将来ビジョ ンを踏まえた必要な機能について  

③ 相乗 果が見込まれる公共施設機能の組合せについて  

３  令和 7 年 3 月 17 日 

・ こ れから の公共施設の在り 方について  

 ① こ れから の公共施設の将来ビジョ ンについて  

 ② 施設配置方針（ エリ アの捉え方） について  

４  令和 7 年 5 月 19 日 
・ こ れから の公共施設が目指すビジョ ンについて  

・ エリ ア別の公共施設マネジメ ント 方針について  

５  令和 7 年 7 月 16 日 ・ 志 市立志 小学校・ いろ は遊学館・ いろ は遊学図書館の視察 

６  令和 7 年 9 月 1 日 

・ こ れから の公共施設が目指すビジョ ンについて  

・ エリ ア別の公共施設の再編方針について  

・ 学校施設の活用について  

７  令和 7 年 11 月 25 日 ・ 小金井市公共施設在り 方・ 再編方針（ 素 ） について  

８  令和７ 年 12 月 26 日 ・ 小金井市公共施設在り 方・ 再編方針（ 素 ） について  

９  令和８ 年３ 月５ 日 ・ 小金井市公共施設在り 方・ 再編方針（  ） について  
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１ －２ ．  民ワーク ショ ッ プ   

公共施設を取り 巻く  会環境が大きく 変わる中、 こ れから の時代に必要な在り 方及び既存施設の再

編に対する方針を検討する上で、 市民目線での利用し ている身近なサービスや公共施設のあるべき姿

やその実現に向けた気づき 、 アイ デア等に関するご意見をいただく ために、 全 3 回のワーク ショ ッ プ

を開催し まし た。  

 
回 日程 人数 テー  

１  令和６ 年 12 月 14 日 10 人 
・ 必要な公共サービスっ てなんだろう ？未来の公共施設で

何をし てみたい？ 

２  令和７ 年１ 月 25 日 10 人 ・ みんなのやり たいを実現するために必要な機能を考えよう  

３  令和７ 年３ 月１ 日 6 人 ・ 私たちが考えるこ れから の公共施設 

 
 

 
  地域コ ミ ュ ニティ の創造拠点 

  多世代の交流 

  地域の人が活躍できる場 

  みんなでつく る場 

  できるこ と を持ち寄れる場 

  場を 持（ 市民が集まれる）  

  顔を合わせら れる場 

  休憩所のよう な居座れる場所 

  大人も  供も 、テーマ・ 理由も なく ても だべ

る場 

  し ゃべら なく ても いら れる場 

  知り 合いができる  

  助けてほし い、 手伝っ てほし いが言える場 

  気軽に声を掛け合える（ 声をかけても ら う

こ と ででかけてよかっ たと 思えるつながり

がある）  

  機能・ サービスがまぜこ ぜの場 

  目的がない人も 使える  

  過ごし 方を強制さ れない場 

  フ ード コ ート のよう な場（ 広い場だがお互

いの存在が認識できる）  

  一人でも 大勢でも 利用でき る（ 場にグラ デ

ーショ ンを持たせる）  

  ニーズや状況に応じ たルールの見直し  

  暮ら し の一部になる場所 

  それぞれの安心が確 さ れた場 

  アク セスし やすい地域の拠点と なる施設を

一定数配置 

  移動手段の確  

  災害対応を踏まえた施設配置 

  

  空間や使い方に余白のある場 

  ふら っ と 寄れる、 滞留できる場所 

  イ ンク ルーシブ（ 包み込む、包括する） 

  行政の相談窓口（   、   て、   、

創 ・ 企 、 空き家等々）  

  民間施設の活用 

  多世代が使えるユニバーサルデザイ ン  

  眺望が良い空間 

  写真映えする施設 

  気軽に通える、 体を動かせら れるよう

な施設 

  質の良い芸術に触れら れる場 

   ども が遊べる場 

  ワーク スペース（ リ モート ワーク がで

きる）  

  自習、 勉強ができる場 

  中学生から 大学生がチャ  ンジできる  

  も のづく り ができる場 

  訪れた市民がワーク ショ ッ プのよう な

体験ができる場 

  おし ゃれなカ フ ェ や スト ラ ンがある

施設 

  キッ チン、 共同炊事場 

  投函できる行政サービス 

  平等に利用できる（ 特定の 体が独占

し ない）  

  施設の計画・ 運 への市民参加 

  ソ フ ト 面に人材を使う 、 コ ーディ ネー

タ ー等の配置 

  イ ベント の実施 

  駅前等に無人で運用でき るサービスが

あると よい 

 

 民ワーク ショ ッ プで 主な意見（ キーワード ）  
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■     利用状況 つい  

• 日常的には図書館やス ー 施設などの定期的な利用が多く 、 一方で、 イ ベント 等のス

ペースが必要と さ れる活動では集会施設等が利用さ れている。  

 
■必要な  サービス つい  

• 継承し ていく 人がいないと 、 使われない施設・ 市民から 離れた施設になり かねない。  

• キーと なるのはつなぐ ・ まと める人。  

• 世代によっ て使い方、 また、 コ ミ ュ ニティ の度合いも 変わっ ていく 。  

• 目的がなく と も 使う こ と ができ、 地域・  会と 多く のつながり を持つこ と ができる公共

施設が求めら れている。  

 
 

 

 

 

■今後（ 未 ）               機能 つい  

• フ ード コ ート のよう な目的がなく ても 寄れる、 人を機能別に分けないリ ビングのよう な

イ ンク ルーシブな施設が望まし い。  

•   施設は、 施設の共用化や今後空き 室が出てきた際の利用について検討すべき。  

• なく なっ たら 困るけれどあまり 利用し ない。 そのよう な施設が多く 見ら れるのが課題と

認識し ている。  

• 図書館はワーク スペースの充実、 公民館は個人利用可への要望など滞在場所と し てのニ

ーズがある。  

• 図書館や公民館は、 カ フ ェ や個室の作 スペースなど多目的に利用できる機能が必要。  

 

 

 

 

 

 

 

■未      は、 ど よう な場所 あっ たら 良いか 

• 市内 6 か所程度のコ ア施設を配置 

⇒新庁舎は行政・   機能の拠点、 コ ミ ュ ニティ 創造の拠点を東小金井駅前と 武蔵小金

井駅前に整備し 、 学生含め市民、 市外の方が交わる場と する。  

• 中学校を核と し て周辺に様々な機能を持っ た施設を配置 

• 特定利用目的は駅前でなく て良く 、 駅近は交流機能や附帯の行政サービスを配置 

 

  

第２ 回結果概要 

第 1 回結果概要 

ニーズが多様化し ている。 具  な目 をも っ た場よ も  場所を め いる。  

みんなの居場所の実現のために人と 人をつなぐ 機能（ コ ーディ  ータ ーやコ

 シェ ル ュ ） は欠かせない。  

人と 人を  
つなぐ 機能 

みんな 
  場所 

⚫ 市民利用に供する施設では、 自由に過ごせる場所で特定の目的がなく ても 立ち寄れるよう な、

滞 場所でも あ 、 多世代  が可能と なる機能   ク ルーシブな  が求めら れている。 

⚫ なく なっ たら 困るも のの、 あまり 利用さ れていない施設が市内に多く 見ら れ、 地域 課題解

  つながるよう な  と し  そ 利用 活用  を見直すこ と が必要と 考えら れている。  

 

⚫ 武蔵小金井駅をはじ めと する駅前や駅周辺にコ ア施設があり 、 既存の公民館（ センタ ー） も

し く は中学校などを核と し た地域拠点を配置すると いっ た考え方が示さ れている。  

⚫ 駅前・ 駅周辺施設は、 市内外の交流が可能な交流機能と 行政サービス機能等を附帯さ せた利

便性の高い施設が求めら れている。  
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1 班 2 班 3 班 

■キャ ッ チ レーズ 

つなが 育 るみんな 『 庭』 

＝市民の主体的な交流を 促進

し 、未来のニーズに応える施策

の提 ＝ 

“時代 ニーズ    た機

能転換を っ  いく “ 

＝認め合い、  え、 繋がり  い

き いきと 暮ら そう ＝ 

     続 たいと  う  

コ ミ ュ ニティ  ッ  ワーク が

生まれる場所 

■目 す姿や  、      こ れから     など  

⚫ 未 へ    

⚫ ３ つの必要要素：  

・ つなぐ 人 

・ つなぐ 機能 

・ つなぐ 体制 

⚫   から  コ  セプ  

⚫ （  政がやる  こ と ）  

①つながるこ と を手伝う  

②つながら ない自由を尊重する

③目的・ テーマにこ だわら ない 

⚫ 新施設と セッ ト でやるソ フ ト

施策等について  

①つなぐ 人をふやす 

②交通手段の整備 

③取り 組みの姿勢について  

・ プロト タ イ ピング＋走り なが

ら 考える  

・ 短いスパンで振り 返り 、 見直

し を行う  

・ 「 余白」 を持つ施設、 常に進

化・ 成長し ていく 。 市民（ 利

用者） が施設を つく っ ていく  

⚫ 人（ 市民） ・  化・ 市民の活動

をつないで 会に広げていく  

⚫ 地域拠点施設（ コ ア施設） を

設ける  

⚫ 各々の状況・ ニーズに合わせ

て利用施設、 利用方法を選択

でき る  

⚫ 誰も が公平に、 気軽に利用で

き る  

⚫ こ れから のまちづく り を考え

る場を設ける  

⚫ 小金井に居続ける（  み続け

る） 理由になる公共施設 

⚫ 「 交流」 コ ミ ュ ニティ をつく

るキッ カ ケになる  

⚫ 誰でも 使用できる  

⚫ 事 と し ての持続可能性が確

 さ れている  

■ 置 考え    ー  

⚫ 場所が大がかり な施設は、 両

駅付近に配置。  は小学校

区・ 中学校区をベースに配置 

⚫ 地域拠点（ コ ア施設） は５ つ

（ 中学校区： 東/北東/北西/中 

/南） 各拠点に機能を集約する  

⚫ イ ベント などが実施さ れる拠

点施設には大きな駐車場を 配

置する  

⚫ 駅前など利便性の高い場所

に、 自由に出入り /交流、 無人

予約受取り 図書館、 行政 MaaS

のよう な簡易的スペース  

⚫ 徒歩圏内の人が集まる範囲に

集会所のよう な施設は必要 

  

第 3 回結果概要 
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１ －３ ． 庁内    

（ １ ）            策定推進   

回 日程 議題 

１  令和６ 年８ 月２ １ 日 公共施設の在り 方検討について  

２  令和７ 年７ 月３ ０ 日  公共施設在り 方・ 再編方針の検討状況について  

３  令和８ 年１ 月２ ０ 日  小金井市公共施設在り 方・ 再編方針（  ） に対する意見募集の実施について  

４  令和８ 年３ 月１ ７ 日  小金井市公共施設在り 方・ 再編方針（  ） に対する意見及び検討結果について  

５  令和８ 年３ 月２ ４ 日 小金井市公共施設在り 方・ 再編方針の策定について  

 

（ ２ ）             策定 お る職員  会 

こ れから の公共施設の在り 方について、 施設を所管する職員の立場から 検討すると と も に、 公共施

設の再編を自分ごと 化するこ と を目的に、 全３ 回の職員検討会を開催し まし た。  
 

回 日程 テー  

１  令和６ 年 11 月５ 日 ・ 将来ニーズも 踏まえた確 すべき公共サービス・ 機能 

２  令和６ 年 11 月 28 日 

・「 市民の居場所をつく る」 を達成でき る施設と はどのよう な施設か 

・ 多様化するニーズに応え、 誰も が利用できる居場所を、 どう し たら

実現できるか 

３  令和７ 年７ 月 30 日 

・ 担当者が抱える課題や  策事例等の共有 

・ まちの特性を活かし 、地域コ ミ ュ ニティ の拠点と し て地域の活性化、

利便性や市民サービス向上、 相乗 果が期待できる施設の集約・ 複

合化の組合せを考えてみよう  

 

   
  多世代交流ができ る場所 

  人と 人が出会う  化・ 交流などの機能 

  誰も がふら っ と 立ち寄れる場所 

  設置目的だけでないフ  キシブルな利用がで

き る施設 

  自由に使える簡易的な居場所 

  ニーズのある居場所と なる施設 

  家族だけでは体験でき ないこ と が体験でき る場

所 

  誰でも 利用できるサービス提供 

  用途の転用等が容易にでき る汎用性の高い施設 

  様々な選択肢の提供 

  デジタ ル技術による情報取得等に困難を 抱え

る方々や、  会的に  が必要な方々に対す

るサービスの提供 

  学校  、   、清掃関連、治安機能、防災機

能は公共サービスと し て必要 

  民 化でき ないも の、 市と し てやら なければ

いけないこ と（ 法令の定めによるも の）は維持

が必要 

   会的に  が必要な方への  （ 自立し て

いる方には自身でやっ ても ら う ）  

  災害時の拠点 

 

  提供機能・ サービスの選択による 財源の集

中 

  最低限必要なも のを残し ていく  

  既存ハコ モノ（ 施設） の用途変更・ 有 活用 

  地域企 など、 民間の力を 活用し た施設

運 を行う  

  民と の複合化 

  民間への委託 

  広域連携（ 近隣市と の乗り 入れ）  

  大学と の連携 

  ハコ モノ に頼ら ないソ フ ト 面での   

  サービスの提供場所の変更、 発想の転換 

  施設・ サービスの複合化 

  施設管理を 一括化するこ と で、 修繕などの

予算配分や委託料のコ スト 管理を 柔軟に行

う  

  デジタ ル技術・ A 活用による 務・ 運 

 率化 

  市民の声を反映し ていく こ と  

  多様なニーズすべてには対応でき ない 

  多様な情報発信 

  イ ンク ルーシブな環境 

  比較的安 な利用料 

 

第１ 回 第２ 回職員  会で 主な意見（ キーワード ）  
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①  者が抱える課題や解 策 例など  有(主な課題と 解 策）  

 ●  者 課題認識 

  学校  系施設 ： 児童生徒数の増加への対応や、 利用期間の短いプールの維持管理 

         コ スト が高い。  

  市民 化系施設 ： 集会施設と 公民館の機能の類似。  

    て  施設 ： 職員や人材確 が課題になっ ている。  

         児童数増加に伴う 学童  所の不足。  

    ・   施設 ：   て  施設と 同様に、 職員や人材確 が課題になっ ている。  

※特に  が必要と さ れる  て・   ・   の分野でニーズの多様化、利用者増に伴い、

それに見合っ たサービス提供が課題と なっ ている。  

 ●解 策 や他 例  

  学校  系施設の集約・ 複合化 

⇒ 一貫校の検討や民間施設（ プール等） の活用、 その 施設と の集約・ 複合化 

  今後の施設の在り 方が問われている施設については、 用途の転用や集約化 

    て  施設や  ・   施設の複合化・ 多機能化や施設開放の拡大 

⇒ 施設ではなく 、 コ ンテン の提供による  の転換 

⇒ 分野的に双方に係る部分も 多いため、 施設の複合化・ 多機能化により 、 職員の融通が

きく と と も に、現在のニーズにあっ たサービスの提供が実現できる可能性がひろがる。 

⇒ 学校の活用（ 学校内の多目的室や体 館の開放）  

 

 

②まち 特性を活かし 、 地域コ ミ ュ ニティ  拠 と し  地域 活性 、 利便性や 民サービス

 上、 相乗効果が期待で る   集  複   組  を考え みよう  

 ●集  複  組    

  学校  系施設を中心と し た、    や学童  所、 集会施設等の複合化による地域コ

ミ ュ ニティ 拠点の形成 

  学校  系施設、 公民館、 図書館の集約による、   ・  会  ・  化拠点の形成 

  図書館、 公民館機能に、 集会施設の集約による、 地域活動拠点の形成 

    ・   施設の集約による利用者ニーズへの対応              等 

 ●地域 必要と さ れる   機能 

  地域に開かれた施設（ 目的がなく ても 使えるイ ンク ルーシブな施設）  

  集約・ 複合化にあたっ ては、 各 体や利用者の意見をよく 踏まえた上で、 必要と さ れる

機能を備える必要がある  

  新庁舎・（ 仮称） 新  会館に機能移転後、 特に  分野においては、 必要と さ れるサー

ビスを受けら れなく なっ た方々に対し 補完する機能を地域におく 必要あり  

  市有地のみなら ず、 施設の借用など多様な形態での公共サービスの提供の検討  等 

  

第３ 回職員  会で 主な意見（ キーワード ）  
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（ ３ ）     を所 する 課へ ヒ アリ  グ 

建築系公共施設所管課１ ８ 課（ 庁舎、   センタ ー等、 今後施設の移転等が見込まれる施設を所管

する課は除く 。） に対し て、 各施設の課題や今後の在り 方に関する考え方等を 把握し 、 公共施設在り

方・ 再編方針の検討に活用するためヒ アリ ングを実施し まし た。  

 

１ ）     を所 する 課へ ヒ アリ  グ実 概要 

実 日程 ヒ アリ  グ 項 

令和６ 年 10 月 11 日（ 金）  

令和６ 年 10 月 16 日（ 水）  

令和６ 年 10 月 21 日（ 月）  

・ 施設の課題、 利用者 

・ 施設利用者から の要望や意見 

・ 施設と し て必要な諸室、 規模等 

・  施設と の複合化 

※公共施設を 所管する各課へのヒ アリ ング結果概要は次ページに掲載し ています。  
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２ ）     を所 する 課へ ヒ アリ  グ結果概要  

  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し  必要な  

諸室、 規模  

他   

と  複   

小中学校 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●３ ５ 人学級導入による 室不足 

●学童  所の大規模化への対応 

● 部科学省指針による学校施設

のビジョ ンの対応 

●プール施設の今後の在り 方 

●学区の再編 

●グラ ウンド の改修が未実施のた

め、 凸凹で粒 状になっ てお

り 、 雨が降ると さ ら にえぐ ら

れ、 水がたまる。  

●児童・ 生徒、

 護者、 地域

 体等 

●校舎と し ては雨漏り に

対する意見が多い。  

●ト イ  に関し ても 臭い

への意見はある。  

● 食室は床に凸凹があ

り 、 水はけが悪い箇所

も ある。  

●照明器具が切れるこ と

も 多々ある。  

●エアコ ンなどの空調に

関し ての意見・ 要望が

ある。  

●Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た  に対応可

能な普通 室や、 エ ベータ ー

や入口へのスロープの設置、 バ

リ アフ リ ー化によるイ ンク ルー

シブ  への対応 

●標準諸室について、  自治体で

は設定し ている事例があり 、 検

討し ている。  

 

  相談所 

●施設の老朽化 

●相談室の不足 

●児童・ 生徒、

 護者 

●和式ト イ  の問題があ

り 、 利用者（  ども ）

が使用できないこ と が

ある。  

●施設の雰囲気が暗い。  

●  センタ ー跡地の活用と し て

  センタ ー２ 階のフ ロア程度

を活用し て  相談所と も く せ

い 室の機能を統合し た   

 センタ ーを 設置するこ と を検

討し ている。  

●発達検査を行う 際に、 遊んだり 情

緒を落ちつかせるスペースが必要 

●東京学芸大学と の連携がし やす

い位置関係が望まし い。  

●施設利用者の ども 等が、 人目に

つかずに利用でき る動線は必要 

●読み書き困難のある ども への   

●も く せい 室の に対する進 

指導の充実 

●  相談所、 も

く せい 室を 複

合化し た   

 センタ ーの設

置 

も く せい 室 

●大学施設を無償で借り ているた

め、 大学の事情によっ ては退去

し なければいけない可能性があ

る。  

●児童・ 生徒、

 護者 
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  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し  必要な 

諸室、 規模  

他   

と  複   

集会施設 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●市民 ●設備の故障への対応 

●設備の充実 

●使いやすい部屋は倍率

が高く 、  体の希望す

る曜日通り に使用でき

ないと いう 声がある。  

●現状施設規模で問題はない ●学校  系施設

や同種類似施設

と の複合化の検

討は可能 

北一会館 

●施設の老朽化等 ●町会等（ 地元町

会が管理運用し

ている 。 ）  

●ト イ  などの修繕につ

いて意見がある。  

●現状施設規模で問題はない   

高齢者 

いこ いの部屋 

●施設の管理は、 高齢者いこ いの

部屋が入っ ている集会施設等で

行っ ている  

●老人ク ラ ブ等

の 体 

●和室をフ ローリ ング化し て

ほし いと いう 意見がある。  

●活動する上での設備に

対する要望はある。  

●現状は和室の空間であるが、フ ロ

ーリ ングで広めの空間 

●複合化の検討は

可能 

小金井 宮地楽器

ホール（ 小金井

市民交流センタ

ー）  

●今後の計画的な修繕 

●設備等の修繕等 

●市民等 ● 日など人気の曜日は

倍率が高く 、 なかなか

抽選に当たら ないと い

う 声がある。  

●現状施設規模で問題はない   

公民館 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●有料化の検討 

● 会  に係

る活動を行う

こ と を目的と

し ている 体 

●施設の設備・ 備品等の

改善を求める意見が多

い。  

●公民館中長期計画（ 令和３ 年３

月） においては、 本館を設置せ

ず、 地域館５ 館体制と する こ と 、

老朽化し た公民館本館について

は、 庁舎跡地における設置の可能

性も 検討するこ と と なっ ている。  

●学校施設等と の

複合化の検討は

可能 

図書館 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●本館施設の在り 方 

●蔵書スペースの不足 

●バリ アフ リ ー対応 

●駐車場の不足 

●市民等 ●本館について、 調べも

のを含めた閲覧の機能

に乏し く 、 貸出機能だ

けだと 指摘さ れたこ と

がある。  

●利用者が長時間滞在でき る 「 空

間」 を求めている。 本館ではその

よう な機能が不足し ている。  

●蔵書の 管場所が不足し ている。 

●閲覧環境の確 

など、 運 上の

課題が  でき

れば、  施設と

の複合化の検討

は可能。  
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  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し   

必要な諸室、 規模  

他   

と  複   

はけの森美術館 

●施設の劣化 

●設備等の修繕等 

●収蔵庫のスペース  

●市民等   ●現状施設規模で問題はない   

 化財センタ ー 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

● 化財の 管スペースの確  

●市民等   ●現状施設規模で問題はない   

環境楽習館 

●施設の劣化 

●設備等の修繕等 

●市民等 ●利用者から の施設に関

する要望は特に出てい

ない。  

●施設規模と し ては適正と 考え

る。  

●サービスと し ては貸室機能が中

心であり 、 そこ に環境  の付

加 値がつけら れている。  

●環境  の普及啓発と いう 位置

付けの施設は市内で本施設のみ

である。 環境啓発の拠点と し て

継続し て運 する必要がある。  

●滄浪泉 から 環

境楽習館へつな

ぐ 整備工事を予

定し ており 、 一

体的に活用する

計画がある。  

総合体 館 
●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●市民等 ●設備の故障等 ●現状施設規模で問題はない   

栗山公  康 

運動センタ ー 

●設備等の修繕等 ●市民等 ●設備の故障等 ●現状施設規模で問題はない   

一中ク ラ ブハウ

ス  

●施設の老朽化 ● 体、 学校   ●現状施設規模で問題はない   

清里山荘 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●清里山荘の在り 方（  の自治体

は施設を廃止し ており 、 今後の

在り 方について検討中）  

●学校、 市民等 ●ト イ  が和式であるこ

と や、 各居室にエアコ

ンがないこ と に対し て

ご意見をいただいてい

る。  

●現状施設規模で問題はない   

東小金井事  

創造センタ ー 

●設備等の修繕等 ●創   等希

望者（ 入居審

査等あり ）  

  ●現状施設規模で問題はない   
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  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し   

必要な諸室、 規模  

他   

と  複   

    

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

● 庭に関し ては、 砂や地面がえぐ

れ、 地面高が低く なっ ている。  

●バリ アフ リ ー等、 近年求めら れ

るニーズへの対応 

●DX13の対応 

● 児、  護者 ●施設の修繕を求める声

が多い。  

●現在、 市立   の在り 方検討

を行っ ており 、 その結論を 踏ま

えて今後の在り 方について市の

現在の方針を 改定する予定。  

●電 化、 DX 化などが求めら れる。  

●施設の長寿命化の基準は満たし て

いるが、 現在の  ニーズを満た

す設計になっ ていないため、 維持

すると し た場合も 対応し なく ては

いけないこ と が多い。  

● ども の安全性

などが担 さ れ

るこ と は必要で

あり 、 施設設備

基準を満たせれ

ば複合化の検討

も 可能 

児童館 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●学童  所大規模化対応に伴う

諸室の利用時間の減少、 混雑 

● ども 、  護

者 

●施設の老朽化や設備の

修繕について意見があ

る。  

●バリ アフ リ ート イ  の設置 

●調理場が必要になる。  

●防音対応 

●学校施設等と の

複合化の検討は

可能 

学童  所 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●学童  所の大規模化対応 

● ども 、  護

者 

●大規模化に伴う   場

所の確 について意見

がある。  

●施設の老朽化や設備の修

繕について意見がある。  

●学童  所は、 基準で定めら れ

ている 1 人あたり 1.65 ㎡のスペ

ースの確 が必要。  

●バリ アフ リ ート イ  の設置 

●２ 方向避難 の確  

●学校施設等と の

複合化の検討は

可能 

 ども オンブズ

パーソ ン  

●現施設の契約期間後の施設につ

いて  

● ども 、  護

者 

  ●現状施設規模で問題はない   

本町高齢者在 

サービスセンタ

ー 

●施設の劣化 

●設備等の修繕等 

●在 の虚弱な

高齢者、 ねた

き り 高齢者等 

●内観のデザイ ン等につ

いて意見がある。  

●現状施設規模で問題はない   

児童発達 

  センタ ー 

●施設の劣化 

●設備等の修繕等 

●駐車場・ 駐輪場設備 

● 書 存等の場所の確  

● ども 、  護
者 

  ●現施設規模ではスペースが不足
し ている。  

●既存施設におい
ては   と の
複合化施設 

 
13 DX： デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ンの略で、 デジタ ル技術を活用し て、  務やサービスを 改革し 新し い 値を 生み出すこ と 。  
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  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し   

必要な諸室、 規模  

他   

と  複   

障害者   

センタ ー 

障害者地域自立生

活  センタ ー 

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●障がい者   ●現状の面積では受入人数を 増や

せる状況ではない。  

  

障害者就労  

センタ ー 

●相談室と 外部と の動線 ●障がい者   ●通所施設ではないので、 事務所

と 相談時の応接室があれば対応

でき る。  

●プラ イ バシーが確 でき る動線

確  

  

  共同作 所 ●場所的に音、 振動は問題ない。  ●障がい者   ●現状施設規模で問題はない   

消防 詰所 

●施設の老朽化 ●消防  ●車庫の狭さ について意

見が出ている。  

●経年劣化等に伴う 施

設・ 設備の故障などの

意見が出ている。  

●各分 の ンプ車について、 時

代にあわせて車両装備（ コ ーナ

ーセンサー、 衝突防止設備等）

の拡充がさ れており 、 車両の出

入庫等が難し く なっ ている。  

●女性消防 員入 に際する詰所

内改修 

  

 書倉庫 

●施設の老朽化 

●永年 書の取扱い 

●市職員   ● 書の出し 入れのし やすい場所で

あるこ と が必要。（ 廃棄時には１ ３

ト ント ラ ッ ク と 補助のト ラ ッ ク 、

その ３ 台の車が駐車でき る程度

のスペースが必要。 また作 する

にあたり ト イ  も 必要）  

●永年 書等のう ち、 歴史的 値

があるよう な 書については、

歴史的 書で 存・ 展示すると

いっ た検討が必要。  
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  名称 課題     利用者 
  利用者から  

 要望や意見 

  と し   

必要な諸室、 規模  

他   

と  複   

防災倉庫 

●施設の老朽化 ●市民   ●防災倉庫全体と し ては、 求めら れる

備蓄から すると 不足し ている状態 

●時代によっ て、 備蓄する や量

が変化し ているが、 必要な備蓄

容量は増えている傾向である。  

●学校施設への複

合化の検討は可

能 

市    

高齢者    

●施設の老朽化 

●設備等の修繕等 

●入居者の高齢化への対応 

●市民（ 入居 

格要件あり ）  

  ●現状維持を基本と し つつ、 管理

方法、 公   の在り 方等につ

いても 検討し ていく 。  

●既存施設におい

ても 集会施設と

の複合化施設 

滄浪泉  

●施設の老朽化 ●市民（ 建 は

指定管理者が

事務所と し て

利用）  

●樹 の越境や敷地内の

設備の破損などに関す

る意見が寄せら れてい

る。  

●事務所スペースは可能であれば

拡張し たい。  

  

貫井南センタ ー

山車小屋 

●市の無形 化財である貫井囃 

の山車を 護するために設置さ

れた。 無形 化財を 持する 

体が活用するため、 立地と し て

は現在の場所が適当である。  

    ●現状施設規模で問題はない   

自転車駐車場 

●設備等の修繕等 

●DX の対応 

●駅周辺の恒久的に使用でき る 

地の確  

●市民等 ●駅周辺地への自転車駐

車場の設置について要

望がでている。  

●駅から 比較的近い場所に、 ある

程度集約し た一定規模の自転車

駐車場を整備でき ると よい。  
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２ －１ ． エリ ア   年       

北西エリ ア（ 第一中  区）  ※2025 年度時    経 年度 

■ 60 年以上～ ■ 50 年以上～ 

●  教育    ●  教育    ● 民文     ●社会教育    ●子育 支援   

本町小学校 1965 小金井第二小学校 1971 貫井北町集会場 1972 公民館本館 1972 さ く ら     1972 

も く せい 室 
（ 民施設）  1964 ● 政    

 

― ― 本町防災倉庫 1969  書倉庫 1972 二小防災倉庫 1971 

■ 40 年以上～ 

●  教育    ● 民文     
●ス ー   

レク リ エーショ      
●子育 支援   ● 政    

小金井第一中学校 1978 上之原会館 1983 一中ク ラ ブハウス  1984 小金井    1983 消防 第五分 詰所 1976 

― ― 
貫井北町 
中之久 集会所 

1984 ― ― 本町児童館 1982 ― ― 

― ― ― ― ― ― 
ほんち  う  
学童  所 1982 ― ― 

■ 30 年以上～ 

● 民文     ●子育 支援   ●保健 福祉   ● 政    ● 営住宅 

桜町上水会館 1987 こ ども 家庭センタ ー 1994   セン タ ー 1994 消防 第一分 詰所 1989 市    1987 

 20 年以上～ ■ 10 年以上～ 

● 民文     
●ス ー   
レク リ エーショ      

●保健 福祉   ●社会教育    ●子育 支援   

貫井北五集会所 1996 上水公 運動施設 2005 
本町高齢者在  
サービ スセン タ ー 

1998 公民館貫井北分館 2013 
たけと んぼ 
学童  所 

2011 

北一会館 1996 ― ― ― ― 図書館貫井北分室 2013 ― ― 

■ 10 年以内 

 
● 給処    

メ タ ウォ ータ ー 
サス テナブルパーク
こ がねい 

2024 

北東エリ ア（ 緑中  区）  ※2025 年度時    経 年度 

■ 50 年以上～ ■ 40 年以上～ 

 
●  教育    ● 民文     ● 政    ●  教育    

緑小学校 1968 緑中学校 1972 婦人会館 1966 梶野町防災倉庫 1966 小金井第三小学校 1976 

■ 30 年以上～ 

●社会教育    
●ス ー   
レク リ エーショ      

●子育 支援   ●保健 福祉   ● 政    

公民館緑分館 1991 総合体 館 1988 緑児童館 1986 
障害者   
セン タ ー 

1993 区画整理課事務所 1992 

図書館緑分室 1991 ― ― みどり 学童  所 1986 
障害者地域自立 
生活  センタ ー 1993 消防 第二分 詰所 1992 

 化財セン タ ー 1992 ● 営住宅 

 

 
シルバーピア  
グリ ーン（ 民施設） 

1991 

■ 20 年以上～ ■ 10 年以上～ 

● 営住宅 ●産業    ●子育 支援   ●保健 福祉   

グリ ーン タ ウン  
小金井 

2000 
東小金井 
事 創造センタ ー 

2013 けやき     2013 
あかね学童  所
A 館 

2013 
児童発達   
センタ ー 

2013 

■ 10 年以内 

 ●子育 支援   ●保健 福祉   

あかね学童  所
B 館 2019   共同作 所 2016 
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南西エリ ア（ 南中  区）  ※2025 年度時    経 年度 

■ 60 年以上～ ■ 50 年以上～ 

 ●  教育    ●社会教育    ●子育 支援   

前原小学校 1962 公民館貫井南分館 1972 貫井南児童館 1972 

■ 40 年以上～ 

●  教育    ● 園（    ）  ● 政    

小金井第四小学校 1978 南中学校 1977 滄浪泉  1978 
消 防  第 四 分  
詰所 

1981 前原町防災倉庫 1981 

■ 30 年以上～ 

● 民文     ●社会教育    ● 営住宅 ●そ 他        

前原町西之台会館 1986 貫井南町三楽集会所 1989 
西之台会館 
図書室 

1986 
コ ン フ ォ ール 
貫井（ 民施設）  

1992 
貫井南センタ ー 
山車小屋 

1991 

■ 10 年以上～ 

 ●社会教育    ●子育 支援   

環境楽習館 2011 さ わら び学童  所 2008 まえはら 学童  所 2008 

 

南エリ ア（ 第二中  区）  ※2025 年度時    経 年度 

■ 60 年以上～ 

 ●社会教育    ● 政    

はけの森美術館附
属喫茶棟 茶室 1959 本庁舎 1965 西庁舎 1958 

災 害 対 策 用  機
材 置 場 等 防 災 関
係施設 

1965 

■ 50 年以上～ 

●  教育    ●社会教育    ●子育 支援   ● 政    

小金井第一小学校 1972 小金井第二中学校 1974 図書館本館 1975 わかたけ    1969 二中防災倉庫 1974 

南小学校 1973 
  相談所 
（ 民施設）  1974 ― ― ― ― ― ― 

■ 40 年以上～ ■ 30 年以上～ 

● 民文     ● 政    ●社会教育    ●保健 福祉   ● 政    

前原町丸山台 
集会所 1984 本町暫定庁舎 1978 はけの森美術館 1989 

障害者就労   
セン タ ー 
（ 民施設）  

1993 第二庁舎（ 民施設） 1993 

― ― 
消防 第三分  
詰所 1985 ● 営住宅 

 

― ― ― ― 
ボ ヌ ー ル はけ の  
（ 民施設）  

1992 

■ 20 年以上～ ■ 10 年以上～ ■ 10 年以内 

● 民文     ● 民文     ●子育 支援   ●そ 他        ●子育 支援   

中町桜並集会所 
（ 民施設）  

1996 
前原暫定集会 
施設 

2006 
さ く ら なみ 
学童  所 

2011 
武蔵小金井駅 
南口公衆ト イ   

2010 
 ど も オン ブ ズパ
ーソ ン （ 民施設）  

2022 

中町天神前集会所 1996 

小金井 宮地 
楽器ホール(市民交
流センタ ー）  

2010 みなみ学童  所 2015 ― ― ― ― 

市民会館（ 民施設） 2000  
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南東エリ ア（ 東中  区）  ※2025 年度時    経 年度 

■ 60 年以上～ ■ 50 年以上～ ■ 40 年以上～ 

 ●  教育    ●子育 支援   ●  教育    

東中学校 1963 く り のみ    1968 東小学校 1982 

■ 30 年以上～ 

● 民文     ●社会教育    
●ス ー   
レク リ エーショ      

東町集会所 1988 東町友愛会館 1992 公民館東分館 1988 図書館東分室 1988 
栗山公  
 康運動センタ ー 

1994 

●子育 支援   ● 政    ● 営住宅 

 

東児童館 1987 
たまむし 学童 
  所 

1987 東町防災倉庫 1992 
コ ー く り のみ 
（ 民施設）  

1990 

■ 20 年以上～ ■ 10 年以内 

 ● 民文     ● 給処    

東小金井駅 
開設記念会館 

2005 
野川ク リ ーン  
セン タ ー 

2022 
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２ －２ ．      分布状況        

令和８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年３ 月時点での公共施設の分布状況は以下のと おり 。  
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小金井市公共施設在り 方・ 再編方針 
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